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は
し
が
き

　

本
稿
は
、
大
日
本
帝
国
陸
海
軍
が
軍
隊
教
育
に
用
い
た
国
語
教
科
書
の

内
容
一
覧
を
示
す
こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
部
省
と
は
独
立
し

て
行
わ
れ
た
軍
隊
教
育
に
お
け
る
「
国
語
」
教
育
は
、
近
代
日
本
の
中
等

教
育
の
特
徴
を
よ
り
拡
大
し
て
先
鋭
的
に
示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。
軍
隊
教
育
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
福
地
重
孝
『
軍
国
日
本

の
形
成
─
士
族
意
識
の
展
開
と
そ
の
終
末
』（
特
に
「
八　

教
育
と
軍
国
主
義
」。

春
秋
社
、
一
九
五
九
）、
高
野
邦
夫
『
軍
隊
教
育
と
国
民
教
育
─
帝
国
陸
海

軍
軍
学
校
の
研
究
─
』（
つ
な
ん
出
版
、二
〇
一
〇
）な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、「
国

語
」
教
育
に
特
化
し
て
の
研
究
、
ま
た
『
萬
葉
集
』
を
始
め
と
す
る
古
典

受
容
の
観
点
か
ら
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
以
前
、
陸
軍
幼
年
学
校
・
陸
軍
予
科
士
官
学
校
の
「
国
語
」
教

育
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
の
受
容
に
つ
い
て
、「
陸
軍
教
育
に
お
け
る
『
萬

葉
集
』
─
陸
軍
幼
年
学
校
・
陸
軍
予
科
士
官
学
校
の
「
国
語
教
程
」
と
学

習
資
料
か
ら
〈
戦
争
と
萬
葉
集
〉」（『
緑
岡
詞
林
』
第
40
号
、
二
〇
一
六
・
三
）

の
論
を
ま
と
め
た
。
そ
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
陸
軍
幼
年
学
校
・
陸
軍
予

科
士
官
学
校
の
教
科
書
「
国
語
教
程
」（『
国
文
教
程
』『
国
語
教
程
』『
国

漢
文
教
程
』）
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
国
語
教
程
」
に
つ
い
て
は
、

福
地
が
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
一
月
・
九
月
改
訂
の
『
昭
和
十
三
年

印　
　
　

刷 

国

語
教
程 

陸
軍
幼
年
学
校
用
』
の
目
次
一
覧
を
紹
介
し
て
い
る
（
二
二
七
～

二
二
九
頁
）。
福
地
は
こ
の
「
国
語
教
程
」
に
代
表
さ
れ
る
「
国
語
」
教
材
を
、

社
会
的
関
心
や
国
際
的
関
心
か
ら
隔
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
精
神
陶
冶
を
め

ざ
す
、
非
近
代
的
で
時
代
錯
誤
な
も
の
と
批
判
し
た
。

　

し
か
し
、『
萬
葉
集
』
の
受
容
の
あ
り
よ
う
や
、
陸
軍
幼
年
学
校
・
陸

軍
予
科
士
官
学
校
の
文
官
教
官
（
多
く
は
帝
国
大
学
の
国
語
学
・
国
文
学

＝
資
料
紹
介
＝

大
日
本
帝
国
陸
海
軍
国
語
教
科
書
総
覧
稿

─
陸
軍
幼
年
学
校
・
陸
軍
予
科
士
官
学
校
編

─

小　

松　

靖　

彦
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の
学
科
出
身
）
の
意
図
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、戦
後
の
視
点
に
立
っ
て
「
軍

国
主
義
」
形
成
の
た
め
の
「
非
近
代
的
」
教
育
と
批
判
す
る
だ
け
で
は
捉

え
き
れ
な
い
複
雑
な
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、『
萬
葉
集
』
の
採
択
状
況
は
、
天
皇
へ
の
忠
誠
心
を
示
す
歌

を
核
に
し
な
が
ら
も
、
や
が
て
ア
ラ
ラ
ギ
派
が
高
く
評
価
す
る
「
写
実
」

に
優
れ
た
歌
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
は
「
国
語
教
程
」
編

者
の
独
自
の
判
断
で
死
別
・
生
別
に
関
わ
る
歌
を
加
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
「
国
語
教
程
」
の
教
材
は
、
確
か
に
前
近
代
・
近
代
の
戦
闘
に
お
け
る

武
士
・
軍
人
の
天
皇
へ
の
忠
誠
を
主
題
と
す
る
文
章
を
中
心
に
、
道
徳
的
・

精
神
修
養
的
な
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
止
ま
ら

ず
、『
土
佐
日
記
』
を
始
め
と
す
る
紀
行
文
、
幸
田
露
伴
『
五
重
塔
』、
国

木
田
独
歩
『
武
蔵
野
』、
夏
目
漱
石
『
倫
敦
塔
』
な
ど
の
近
代
文
学
作
品
、

さ
ら
に
戦
争
の
本
質
を
抉
り
出
す
よ
う
な
戦
場
詠
を
詠
ん
だ
渡
辺
直
己
の

短
歌
ま
で
も
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

編
纂
に
関
わ
っ
た
文
官
教
官
た
ち
は
、
軍
人
教
育
の
範
囲
内
で
、
文
学

に
よ
っ
て
豊
か
な
感
情
を
育
む
こ
と
も
志
向
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の

「
豊
か
な
感
情
」
は
、「
国
語
教
程
」
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
は
、
文
官

教
官
の
意
識
や
意
図
と
異
な
り
、「
忠
」「
孝
」「
誠
」
な
ど
の
道
徳
的
・

教
条
的
な
も
の
に
読
み
換
え
ら
れ
る
性
質
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ

の
性
質
は
、
軍
隊
教
育
に
限
ら
ず
、
戦
前
の
『
萬
葉
集
』
の
受
容
一
般
に

も
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た（
詳
細
は
筆
者
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。https://

w
w

w
.agulin.aoyam

a.ac.jp/repo/repository/1000/20551/?lang

＝

0&
m

ode

＝0&
opkey

＝R160888914231579&
idx

＝2&
chk_schem

a

＝

1000&
cate_schem

a

＝1000&
codeno

＝1&
fc_val

＝
）。

　

軍
隊
教
育
に
お
け
る
「
国
語
」
教
育
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
解
明
と
、「
国

語
」
教
育
史
、
ま
た
教
科
書
に
お
け
る
和
歌
・
軍
記
な
ど
の
古
典
文
学
や

近
代
文
学
・
思
想
の
受
容
研
究
に
新
た
な
材
料
を
提
供
す
る
た
め
に
、
大

日
本
帝
国
陸
海
軍
の
国
語
教
科
書
の
内
容
を
集
成
し
提
示
す
る
こ
と
と
し

た
。
今
回
ま
ず
、
筆
者
の
論
文
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
、
陸
軍
幼
年
学
校
・

陸
軍
予
科
士
官
学
校
の
「
国
語
教
程
」
の
内
容
一
覧
を
示
す
。
タ
イ
ト
ル

に
「
稿
」
の
文
字
を
加
え
た
の
は
、
調
査
に
不
完
全
な
と
こ
ろ
を
残
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
精
査
し
た
い
。
な
お
、
本
誌
の
次
号
以

降
に
海
軍
士
官
学
校
な
ど
の
国
語
教
科
書
の
内
容
一
覧
も
報
告
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
「
国
語
教
程
」
の
調
査
の
機
会
を
賜
っ
た
防
衛
省
防
衛
研
究
所
、
靖
國

神
社
偕
行
文
庫
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

凡
例

・「
国
語
教
程
」
の
書
名
は
、
表
紙
の
題
箋
に
よ
る
。

・ 

篇
・
巻
が
四
角
で
囲
ん
で
あ
る
も
の
は
、
調
査
済
み
の
も
の
で
あ
る

（
各
々
、
一
冊
の
書
籍
で
あ
る
）。

・ 
資
料
と
し
て
架
蔵
本
と
諸
機
関
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
、
靖
國
神
社
偕

行
文
庫
）
所
蔵
本
（
巻
の
後
に
「
❖
」
を
付
し
た
も
の
）
を
使
用
し
た
。

・ 
篇
・
巻
の
あ
と
に
（　

）
で
奥
付
の
発
行
年
月
日
を
記
し
た
。［　

］

で
囲
ん
で
あ
る
場
合
は
奥
付
を
当
初
か
ら
欠
き
、
題
簽
・
扉
に
よ
る
推

定
で
あ
る
。
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・ 「
＊
」
を
付
し
た
篇
・
巻
は
二
〇
一
六
年
時
点
で
現
存
が
確
認
で
き
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
。
現
存
状
況
・
所
蔵
情
報
の
詳
細
は
、「
は
し
が
き
」

に
挙
げ
た
筆
者
の
論
文
「
陸
軍
教
育
に
お
け
る
『
萬
葉
集
』
─
陸
軍
幼

年
学
校
・
陸
軍
予
科
士
官
学
校
の
「
国
語
教
程
」
と
学
習
資
料
か
ら
〈
戦

争
と
萬
葉
集
〉
─
」
の
資
料
5
・「
国
語
教
程
」
の
所
蔵
情
報
参
照
。

・ 

架
蔵
本
に
つ
い
て
は
本
文
の
章
題
、
著
者
名
ま
た
は
作
品
名
を
採
取
し
、

こ
れ
に
脱
落
・
誤
植
が
あ
る
場
合
、
目
次
で
訂
正
し
た
。

・ 

諸
機
関
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、目
次
を
ベ
ー
ス
と
し
た
。本
文
か
ら
補
っ

た
情
報
も
あ
る
（
例
え
ば
、「
国
語
教
程
巻
一
註
釈
」）。
目
次
に
脱
落
・

誤
植
が
あ
る
場
合
、
本
文
の
章
題
で
訂
正
し
た
。

・ 

各
章
末
尾
に
「（　
　

）」
で
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
著
者

名
を
記
す
箇
所
、
ま
た
は
著
者
名
の
後
に
小
字
で
記
し
た
。
た
だ
し
、

章
題
と
同
じ
場
合
に
は
省
略
し
た
。
な
お
、
諸
機
関
所
蔵
本
に
つ
い
て

は
、
調
査
の
際
に
記
録
漏
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
記
し
て
い
な
い

冊
が
あ
る
。

・ 

章
題
、
著
者
名
・
作
品
名
、
出
典
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
に

改
め
た
。

・ 「
※
」
は
筆
者
の
調
査
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
和
歌
の
作
者
別
歌
数
に

つ
い
て
は
、
何
も
記
し
て
い
な
い
場
合
は
一
首
で
あ
る
。『
萬
葉
集
』

の
作
者
名
の
表
記
は
原
文
に
拠
ら
ず
、
現
代
の
研
究
に
お
け
る
表
記
に

修
正
し
た
。
ま
た
、『
萬
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
同
じ
題
詞
の
歌
毎ご
と

に

歌
数
を
記
し
た
。
作
者
名
に
傍
線
が
引
い
て
あ
る
場
合
は
、
長
歌
単
独
、

ま
た
は
長
歌
と
反
歌
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ａ�　

陸
軍
地
方
幼
年
学
校
・
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
予
科
・
東
京
陸
軍
幼
年

学
校
・
陸
軍
幼
年
学
校
〔
教
育
課
程
三
年
〕

【
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
七
月
編
纂
】

『
明
治
三
十
年

編
　
　
　
纂 

国
文
教
程 

陸
軍
地
方
幼
年
学
校
用
』

第
一
篇
（［
一
八
九
七
年
］）

第
一 

国
語
国
文 

梧
陰
井
上
毅　
梧
陰
存
稿

第
二 

風
土
人
情 

蒿
斎
伴
林
光
平　
思
出
草

第
三 

国
体 

三
島
通
庸　
国
の
姿

第
四 

立
志 

益
軒
貝
原
篤
信　
大
和
俗
訓

第
五 

学
問
の
要 

蒿
斎
伴
林
光
平　
思
出
草

第
六 

五
教 

鷹
山
上
杉
治
憲　
羽
陽
叢
書

第
七 

毀
誉 

益
軒
貝
原
篤
信　
大
和
俗
訓

第
八 

報
国
の
赤
心 

近
藤
真
琴　
勅
諭
衍
義

第
九 

松
平
信
綱
の
終
焉 

作
者
未
詳　
両
窓
閑
話

第
十 

真
勇 

近
藤
真
琴　
勅
諭
衍
義

第
十
一 

豪
将
琵
琶
を
聞
き
て
泣
く 

鳩
巣
室
直
清　
駿
台
雑
話

第
十
二 

鳥
居
勝
商 

作
者
未
詳　
松
廬
雑
纂

第
十
三 

長
者
に
対
す
る
礼 

益
軒
貝
原
篤
信　
大
和
俗
訓

第
十
四 

兄
弟 

久
米
幹
文　
道
乃
栞

第
十
五 

徳
川
家
光
の
友
愛 

白
石
新
井
君
美　
藩
翰
譜

第
十
六 
朋
友 

益
軒
貝
原
篤
信　
大
和
俗
訓

第
十
七 
君
子
の
交 

艮
斎
安
積
信　
艮
斎
間
話
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第
十
八 

一
得
一
失 

梅
園
三
浦
安
貞　
梅
園
叢
書

第
十
九 

福
島
の
三
家
老 

作
者
未
詳　
岩
淵
夜
話

第
二
十 
自
警 

野
々
口
隆
正　
う
た
日
記

第
二
十
一 
人
は
識
見
を
要
す 

東
海
篠
崎
維
章　
と
は
ず
が
た
り

第
二
十
二 

小
早
川
隆
景 

白
石
新
井
君
美　
藩
翰
譜

第
二
十
三 

太
閤
の
明
智 

常
山
湯
浅
元
禎　
常
山
紀
談

第
二
十
四 

智 

益
軒
貝
原
篤
信　
五
常
訓

第
二
十
五 

蟻 

作
者
未
詳　
博
物
叢
説

第
二
十
六 

蜂 

作
者
未
詳　
博
物
叢
説

第
二
十
七 

蘭
学
の
始 
杉
田
玄
伯マ
マ

第
二
十
八 

南
洋
よ
り
の
書
簡 
田
口
卯
吉

第
二
十
九 

忍
耐 

那
珂
通
高　
洋
々
社
談

第
三
十 

肝
癪
も
ち 

茶
山
菅
普
師マ
マ　

筆
の
す
さ
び

第
三
十
一 

寸
陰
惜
む
べ
し 

益
軒
貝
原
篤
信　
童
子
訓

第
三
十
二 

身
を
愛
す
べ
し 

益
軒
貝
原
篤
信　
養
生
訓

第
三
十
三 

雪
中
の
旅
行 

南
蹊
橘
春
暉　
東
遊
記

第
三
十
四 

氷
上
の
往
来 

鈴
木
牧
之　
北
越
雪
譜

第
三
十
五 

書
は
心
画
な
り 

益
軒
貝
原
篤
信　
童
子
訓

第
三
十
六 

絵
を
視
て
悪
心
を
改
む 

堀
秀
成　
琴
舎
文
集

第
三
十
七 

寓
言 

司
馬
江
漢　
春
波
楼
筆
記

第
三
十
八 

少
年
の
敏
鈍 

敬
宇
中
村
正
直　
立
志
編

第
三
十
九 

曾
我
兄
弟
と
大
石
主
税
と 

堀
秀
成　
琴
舎
文
集

第
四
十 

戦
争
の
説 

小
島
好
問　
兵
事
概
説

第
四
十
一 

川
中
島
の
合
戦 

常
山
湯
浅
元
禎　
常
山
紀
談

第
四
十
二 

小
宮
山
内
膳 

鳩
巣
室
直
清　
駿
台
雑
話

第
四
十
三 

生
田
の
桜 

作
者
未
詳　
摂
津
名
所
図
会

第
四
十
四 

一
の
谷
の
躑
躅 

作
者
未
詳　
摂
津
名
所
図
会

第
四
十
五 

長
良
川
の
鵜
飼 

三
浦
千
春　
美
濃
奇
観

第
四
十
六 

森
蘭
丸 

作
者
未
詳　
本
朝
伝
記

第
四
十
七 

老
僧
の
篤
実 

室
直
清　
駿
台
雑
話

第
四
十
八 

板
倉
重
宗
の
公
平 

鳩
巣
室
直
清　
六
諭
衍
義
附
録

第
四
十
九 

檄
文 

山
縣
有
朋

第
五
十 

訓
諭 

大
山
巌

第
二
篇
（［
一
八
九
七
年
］）

第
一 

教
育 

梅
園
三
浦
安
貞　
梅
園
叢
書

第
二 

名
和
長
年
の
幼
時 

淇
園
柳
沢
公
美　
雲
萍
雑
誌

第
三 

孝
順
父
母 

鳩
巣
室
直
清　
六
諭
衍
義
（
節
略
）

第
四 

忠
信 

艮
斎
安
積
信　
艮
斎
閑
話

第
五 

母
作
非
為 

鳩
巣
室
直
清　
六
諭
衍
義

第
六 

物
知
顔
す
る
人 

畑
鶴
山　
四
方
の
海

第
七 

過
を
改
む
べ
し 

惕
斎
中
村
之
欽　
姫
鏡

第
八 

佐
藤
一
斎
に
与
ふ
る
書 

徳
川
斉
昭　
維
新
史
料

第
九 

君
臣
の
関
係 

梧
陰
井
上
毅　
梧
陰
存
稿

第
十 

聖
秀
が
義
烈 

鳩
巣
室
直
清　
駿
台
雑
話

第
十
一 
土
屋
兄
弟 

白
石
新
井
君
美　
藩
翰
譜
（
節
略
）

第
十
二 
細
川
幽
斎 

白
石
新
井
君
美　
藩
翰
譜
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第
十
三 

鈴
木
久
三
郎
の
諷
諫 

成
瀬
司
直　
徳
川
実
記マ
マ

第
十
四 

本
多
重
次
の
剛
邁 

白
石
新
井
君
美　
藩
翰
譜

第
十
五 
安
藤
直
次
の
予
言 

常
山
湯
浅
元
禎　
常
山
紀
談

第
十
六 
倹
徳 

近
藤
真
琴　
勅
諭
衍
義

第
十
七 

仁
徳
天
皇
の
御
製 

佐
藤
元
萇　
感
詠
一
貫

第
十
八 

後
三
条
天
皇
の
御
膳 

棚
谷
元
善　
三
徳
事
実

第
十
九 

井
伊
直
政
の
譚 

原
義　
三
省
録

第
二
十 

用
財 

益
軒
貝
原
篤
信　
家
道
訓

第
二
十
一 

徳
川
家
康
の
厩 

常
山
湯
浅
元
禎　
武
将
感
状
記

第
二
十
二 

山
内
一
豊
の
馬 
白
石
新
井
君
美　
藩
翰
譜

第
二
十
三 

阿
部
忠
秋
の
居 
作
者
未
詳　
本
朝
伝
記
録

第
二
十
四 

持
満
の
説 

鷹
山
上
杉
治
憲　
羽
陽
叢
書

第
二
十
五 

源
義
仲 

白
石
新
井
君
美　
読
史
余
論

第
二
十
六 

源
実
朝
の
末
路 

新
井
君
美　
読
史
余
論

第
二
十
七 

将
校
の
箴 

素
行
山
鹿
高
祐　
武
教
全
書

第
二
十
八 

大
将
の
十
過 

同
上

第
二
十
九 

伊
達
政
宗
の
機
略 

白
石
新
井
君
美　
藩
翰
譜

第
三
十 

軍
紀 

小
島
好
問　
兵
事
概
説

第
三
十
一 

人
心
の
結
縄 

甫
庵
小
瀬
道
喜　
太
閤
記
八
物
語

第
三
十
二 

勇
怯 

辻
一
貫　
皇
朝
兵
史
（
節
略
）

第
三
十
二 

朝
鮮
南
大
門
の
戦 

常
山
湯
浅
元
禎　
常
山
紀
談

第
三
十
三 

奉
答
文
（
節
略
） 

山
縣
有
朋

第
三
十
五 

平
壌
の
戦
記 

伯
爵
野
津
道
貫

第
三
十
六 

支
那 

内
田
正
雄　
輿
地
誌
略

第
三
十
七 

支
那
史
を
読
む 

梧
陰
井
上
毅　
梧
陰
存
稿

第
三
十
八 

暹
羅
に
於
け
る
山
田
長
正 

棚
谷
元
善　
三
徳
事
実

第
三
十
九 

台
湾
に
於
け
る
浜
田
弥
兵
衛　

元
田
永
孚　
幼
学
綱
領

第
四
十 

羅
馬
に
於
け
る
支
倉
六
右
衛
門　

近
藤
芳
樹　
陸
路
の
記

第
四
十
一 

我
が
国
の
勇
武 

藤
田
彪　
常
陸
帯

第
三
編
＊

【
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
編
纂
】

【
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
六
月
改
訂
】

『
明
治
三
十

九
年
印
刷 

国
語
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
予
科

及
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
用
』

巻
一
＊
　
　
巻
二
＊

巻
三
❖
（
一
九
〇
六
年
七
月
二
十
一
日
発
行
）

第
一
篇

第
一 

帝
国
軍
隊
ノ
将
校
ニ
告
グ
ル
檄　

山
縣
有
朋

第
二 

大
和
島
根
短
歌 

村
田
春
海

第
三 

丁
汝
昌
を
論
ず 

加
藤
弘
之

第
四 

春
風
手
折
り
し
枝
を
慕
ふ 

室
直
清

第
五 

譬
喩
五
則

第
六 

ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
の
戦
勝
演
説　

新
体
文
章
軌
範

第
七 
白
石
先
生
ヲ
祭
ル
文 

成
島
弘

第
八 
嵐
短
歌 

賀
茂
真
淵
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第
九 

陸
軍
士
官
学
校
参
観
の
記 

中
村
教
一

第
十 

分
陰
を
惜
む
べ
し
短
歌 

本
居
宣
長

第
十
一 
譬
喩
五
則

第
十
二 
殊
勝
な
る
武
者
振 

室
直
清

第
十
三 

憲
法
発
布
ノ
詔

第
二
篇

第
一 

支
那
史
を
読
む 

井
上
毅

第
二 

啓
書
記
ノ
画
ニ
題
ス 

国
華

第
三 

佐
野
了
伯 

室
直
清

第
四 

雪
の
夕
暮
短
歌 
藤
原
定
家

第
五 

武
士
の
嗜 
新
井
君
美

第
六 

譬
喩
五
則

第
七 

雅
量 

徳
富
猪
一
郎

第
八 

刀
剣 

新
井
君
美

第
九 

勿
来
の
関
短
歌 

源
義
家

第
十 

武
家
政
治
は
藤
原
氏
の
専
権
に
基
づ
く　

新
井
君
美

第
十
一 

譬
喩
五
則

第
十
二 

村
上
義
光
父
子 

太
平
記

第
十
三 

忠
貞
短
歌 

源
実
朝

第
十
四 

楠
正
成
ノ
忠
勇 

太
平
記

国
語
教
程
巻
三
註
釈

【
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
増
訂
（「
改
訂
」
と
も
）】

【
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
六
月
改
訂
】

『
大
正
四

年
印
刷 

国
語
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
予
科

及
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
用
』

巻
一
＊
　
　
巻
二
＊

巻
三
❖
（
一
九
一
五
年
八
月
三
十
一
日
発
行
）

第
一
篇

第
一 

大
日
本
帝
国
憲
法
の
由
来
一

第
二 

大
日
本
帝
国
憲
法
の
由
来
二

第
三 

陳
志
短
歌

第
四 

帝
国
軍
隊
ノ
将
校
ニ
告
グ
ル
檄
一　

山
縣
有
朋

第
五 

帝
国
軍
隊
ノ
将
校
ニ
告
グ
ル
檄
二

第
六 

仁
短
歌

第
七 

丁
汝
昌
を
論
ず
一 

加
藤
弘
之

第
八 

丁
汝
昌
を
論
ず
二

第
九 

陸
軍
士
官
学
校
参
観
の
記
一　

中
村
教
一

第
十 

陸
軍
士
官
学
校
参
観
の
記
二

第
十
一 

譬
喩
五
則

第
十
二 

頼
士
剛
ノ
東
遊
ス
ル
ヲ
送
ル 

森
田
益

第
十
三 

母
子
の
真
情
短
歌 

在
原
業
平

第
十
四 

文
字
及
ビ
読
方

第
十
五 

馬

第
十
六 

金
ヶ
崎
懐
古
一 

菊
地
清

第
十
七 
金
ヶ
崎
懐
古
二

第
十
八 
俗
諺
五
則
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第
十
九 

西
郷
隆
盛
に
与
ふ
る
書
一 

山
縣
有
朋

第
二
十 

西
郷
隆
盛
に
与
ふ
る
書
二

第
二
十
一 
九
重
の
山
水
一 

大
橋
又
太
郎

第
二
十
二 
九
重
の
山
水
二

第
二
十
三 

富
士
山
短
歌 

村
田
春
海

第
二
十
四 

ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
の
戦
勝
演
説

第
二
十
五 

譬
喩
五
則

第
二
十
六 

門
生
に
諭
す
一 

室
直
清

第
二
十
七 

門
生
に
諭
す
二

第
二
十
八 

皇
国
の
旗
新
体
詩 
中
邨
秋
香

第
二
十
九 

事
務
の
才
幹
一 
島
田
三
郎

第
三
十 

事
務
の
才
幹
二

第
三
十
一 

事
務
の
才
幹
三

第
三
十
二 

出
征
の
衛
生
官
に
与
ふ
る
書　

石
黒
忠
悳

第
三
十
三 

歳
暮
所
感
短
歌 

春
道
列
樹

第
二
篇

第
一 

寒
稽
古
一 

中
川
霞
城

第
二 

寒
稽
古
二

第
三 

岩
倉
公
の
逸
事
一 

井
上
毅

第
四 

岩
倉
公
の
逸
事
二

第
五 

岩
倉
公
の
逸
事
三

第
六 

大
和
島
根
短
歌 

村
田
春
海

第
七 

橘
中
佐
戦
死
の
状
況
を
遺
族
に
報
ず
る
文　

佐
藤
小
次
郎

第
八 

良
友
一 

中
村
正
直

第
九 

良
友
二

第
十 

森
先
生
伝
の
序 

高
崎
正
風

第
十
一 

佐
野
了
伯 

室
直
清

第
十
二 

譬
喩
五
則

第
十
三 

武
家
政
治
の
因
由 

新
井
君
美

第
十
四 

白
石
先
生
ヲ
祭
ル
文 

成
島
弘

第
十
五 

嵐
短
歌 

賀
茂
真
淵

第
十
六 

征
人
の
涙 

徳
富
猪
一
郎

第
十
七 

明
治
三
十
七
八
年
陸
軍
戦
役
記
念
日
設
定
趣
意
書

第
十
八 

感
状

第
十
九 

内
閣
改
制
ノ
奏
議 

三
条
実
美

第
二
十 

勿
来
の
関
短
歌 

源
義
家

第
二
十
一 

平
泉 

松
尾
芭
蕉

第
二
十
二 

ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行
一

第
二
十
三 

ヒ
マ
ラ
ヤ
紀
行
二

第
二
十
四 

尺
牘
に
関
す
る
意
見
一 

作
者
未
詳

第
二
十
五 

尺
牘
に
関
す
る
意
見
二 

作
者
未
詳

第
二
十
六 

旅
順
口
港
外
ノ
海
戦
報
告
一

第
二
十
七 

旅
順
口
港
外
ノ
海
戦
報
告
二

第
二
十
八 

を
り
に
ふ
れ
て
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
短
歌

第
二
十
九 
戦
艦
薩
摩
進
水
式
一

第
三
十 
戦
艦
薩
摩
進
水
式
二



─ 167 ─

第
三
十
一 

啓
書
記
ノ
画
ニ
題
ス

第
三
十
二 

支
那
史
を
読
む
一 

井
上
毅

第
三
十
三 
支
那
史
を
読
む
二

第
三
十
四 
譬
喩
五
則

第
三
十
五 

松
ノ
下
露

第
三
十
六 

村
上
義
光
父
子
一

第
三
十
七 

村
上
義
光
父
子
二

第
三
十
八 

蘇
武
新
体
詩 

坪
内
雄
蔵

第
三
十
九 

楠
木
正
成
ノ
忠
勇
一

第
四
十 

楠
木
正
成
ノ
忠
勇
二

第
四
十
一 

忠
貞
短
歌 
源
実
朝

第
四
十
二 

楠
氏
ノ
論 

頼
襄

第
四
十
三 

高
山
登
攀
の
壮
観
及
び
利
益　

三
好
学

第
四
十
四 

望
不
盡
山
歌
長
歌 

山
部
赤
人

国
語
教
程
巻
三
註
釈

『
大
正
五
年

印
　
　
刷 

国
語
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
予
科

及
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
用
』

巻
一
＊

巻
二
❖
（
一
九
一
六
年
七
月
三
十
日
発
行
）

第
一
篇

第
一 

学
問
の
要
は
活
用
に
あ
り 

福
沢
諭
吉

第
二 

作
文
の
心
得 

木
村
架
空

第
三 

譬
喩
五
則

第
四 

日
光
山
ニ
遊
ブ
記
一 

佐
藤
坦

第
五 

日
光
山
ニ
遊
ブ
記
二

第
六 

覚
悟
短
歌 

太
田
持
資

第
七 

諭
言
五
則 

那
珂
通
高

第
八 

法
律
及
び
立
法
一 

大
町
芳
衛

第
九 

法
律
及
び
立
法
二

第
十 

戦
地
よ
り
某
郡
長
に
与
ふ
る
書
一　

佐
藤
正

第
十
一 

戦
地
よ
り
某
郡
長
に
与
ふ
る
書
二

第
十
二 

朋
友
短
歌 

松
平
定
信

第
十
三 

忠
勇
な
る
園
丁
一

第
十
四 

忠
勇
な
る
園
丁
二 

（
国
文
読
本
）

第
十
五 

香
港 

（
松
窓
夜
話
）

第
十
六 

譬
喩
五
則

第
十
七 

善
く
働
き
善
く
遊
ぶ
べ
き
事
一　

大
鳥
圭
介

第
十
八 

善
く
働
き
善
く
遊
ぶ
べ
き
事
二

第
十
九 

天
つ
風
短
歌 

平
野
国
臣

第
二
十 

桶
狭
間
ノ
戦
一 

頼
襄

第
二
十
一 

桶
狭
間
ノ
戦
二

第
二
十
二　

含
蓄
あ
る
詞
遣
ひ 

（
な
な
し
ぐ
さ
）

第
二
十
三 

独
逸
留
学
中
の
所
感 

日
高
真
実

第
二
十
四 

浜
田
弥
兵
衛
ノ
伝
一 

斎
藤
正
謙

第
二
十
五 
浜
田
弥
兵
衛
ノ
伝
二

第
二
十
六 
大
石
良
雄
一 

青
山
延
光
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第
二
十
七 

大
石
良
雄
二

第
二
十
八 

歳
寒ウ
シ
テ知
ル㆓

松
柏
ヲ㆒

短
歌 

読
人
し
ら
ず

第
二
十
九 
海
戦
ノ
経
過
ヲ
奉
告
ス
ル
表
一　

東
郷
平
八
郎

第
三
十 
海
戦
ノ
経
過
ヲ
奉
告
ス
ル
表
二

第
三
十
一 

国
旗
と
軍
旗 

（
新
体
国
語
教
本
）

第
二
篇

第
一 

国
体
の
基
礎 

池
辺
義
象

第
二 

本
朝
兵
器
沿
革
志
ノ
序 

田
中
参

第
三 

死
は
鴻
毛
よ
り
も
軽
し
短
歌 

宗
良
親
王

第
四 

清
国
ノ
風
俗
一 
黒
田
清
隆

第
五 

清
国
ノ
風
俗
二

第
六 

清
国
ノ
風
俗
三

第
七 

譬
喩
五
則

第
八 

徳
川
時
代
ノ
武
事
一 

佐
藤
誠
実

第
九 

徳
川
時
代
ノ
武
事
二

第
十 

日
の
本
短
歌 

後
京
極
良
経

第
十
一 

遼
東
の
月
一 

小
笠
原
長
生

第
十
二 

遼
東
の
月
二

第
十
三 

譬
喩
五
則

第
十
四 

修
辞
学
一

第
十
五 

修
辞
学
二

第
十
六 

修
辞
学
三

第
十
七 

修
辞
学
四

第
十
八 

忍
耐
短
歌 

伴
資
芳

第
十
九 

国
語
と
愛
国
心
一 

上
田
萬
年

第
二
十 

国
語
と
愛
国
心
二

第
二
十
一 

国
語
と
愛
国
心
三

第
二
十
二 

大
和
言
の
葉
短
歌 

村
田
春
海

第
二
十
三 

桜 

前
田
曙
山

第
二
十
四 

奈
良
の
旧
都
一

第
二
十
五 

奈
良
の
旧
都
二 

（
新
体
国
語
教
本
）

第
二
十
六 

春
の
曙
今
様 

頼
襄

第
二
十
七 

埃
及
の
古
蹟
一

第
二
十
八 

埃
及
の
古
蹟
二

第
二
十
九 

埃
及
の
古
蹟
三 

（
国
文
読
本
）

第
三
十 

皇
室
に
関
す
る
敬
語
一

第
三
十
一 

皇
室
に
関
す
る
敬
語
二

第
三
十
二 

皇
室
に
関
す
る
敬
語
三

第
三
十
三 

譬
喩
五
則

第
三
十
四 

振
天
府
拝
観
ノ
記
一

第
三
十
五 

振
天
府
拝
観
ノ
記
二

第
三
十
六 

振
天
府
拝
観
ノ
記
三

第
三
十
七 

振
天
府
拝
観
ノ
記
四

第
三
十
八 

短
慮
不
㆑

成
サ㆑

功
ヲ

短
歌 

太
田
持
資

第
三
十
九 
義
人
遺
草
ノ
後
ニ
書
ス 

佐
々
木
重
之

第
四
十 
書
牘
一 

徳
富
猪
一
郎
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第
四
十
一 

書
牘
二

第
四
十
二 

書
牘
三

第
四
十
三 
書
牘
四

第
四
十
四 
殊
勝
な
る
武
者
振 

室
直
清

第
四
十
五 

聖
駕
ノ
凱
旋
ヲ
賀
シ
奉
ル
表　

近
衛
篤
麻
呂

国
語
教
程
巻
二
註
釈

巻
三
＊

【
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
一
月
改
訂
】

【
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
・
一
月
（「
六
月
」
と
も
）
改
訂
】

『
大
正
十
五

年 

印 

刷 

国
語
教
程 

陸
軍
幼
年
学
校
用
』

巻
一
＊
　
　
巻
二
＊

巻
三
❖
（
一
九
二
六
年
十
月
二
十
五
日
発
行
）

第
一 

大
日
本
帝
国
憲
法
の
由
来

第
二 

上
代
の
国
民 

芳
賀
矢
一

第
三 

吉
野
山 

藤
岡
作
太
郎

第
四 

和
歌
の
感
興
の
益
あ
り 

室
直
清

第
五 

文
学
及
び
読
方 

（
中
等
国
文
教
科
書
）

第
六 

欧
洲
戦
役
に
就
き
て

第
七 

元
気
の
持
続
（
口
語
） 

大
隈
重
信

第
八 

源
平
の
三
烈
士 

室
直
清

第
九 

常
陸
帯
の
序 

藤
田
彪

第
十 

感
状

第
十
一 

白
石
先
生
ヲ
祭
ル
文 

成
島
弘

第
十
二 

鳴
門 

遅
塚
麗
水

第
十
三 

文
学
と
気
品
（
口
語
） 

芳
賀
矢
一

第
十
四 

成
功
期
の
標
準 

杉
浦
重
剛

第
十
五 

乃
木
大
将
の
殉
死 

徳
富
猪
一
郎

第
十
六 

俳
句

第
十
七 

知
己
難 

徳
富
猪
一
郎

第
十
八 

西
郷
隆
盛
に
与
ふ
る
書 

山
縣
有
朋

第
十
九 

城
山
の
嵐 

勝
安
房

第
二
十 

史
筆
の
公
正 

島
田
三
郎

第
二
十
一 

我
が
国
民
の
直
覚
力
（
口
語
）　

元
田
作
之
進

第
二
十
二 

金
ヶ
崎
懐
古 

菊
池
清

第
二
十
三 

譬
喩

第
二
十
四 

岩
倉
公
の
逸
事 

井
上
毅

第
二
十
五 

公
同
生
存 

穂
積
八
束

第
二
十
六 

戦
艦
薩
摩
進
水
式

第
二
十
七 

啓
書
記
の
画
に
題
す 

（
国
華
）

第
二
十
八 

武
蔵
野
（
口
語
） 

国
木
田
哲
夫

第
二
十
九 

門
生
に
諭
す 

室
直
清

第
三
十 

出
征
の
衛
生
官
に
与
ふ
る
書　

石
黒
忠
悳

第
三
十
一 
物
の
始 

幸
田
露
伴

第
三
十
二 
川
柳
点 

矢
野
文
雄
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第
三
十
三 

寒
稽
古 

中
川
霞
城

第
三
十
四 

松
の
下
露 

（
太
平
記
）

第
三
十
五 
熊
野
落 

（
太
平
記
）

第
三
十
六 
村
上
義
光
父
子 

（
太
平
記
）

第
三
十
七 

世
界
の
四
聖 

高
山
林
次
郎

第
三
十
八 

孔
子
研
究
の
後
に
書
す 

桑
木
厳
翼

第
三
十
九 

月
雪
花
（
口
語
） 

芳
賀
矢
一

第
四
十 

楠
木
正
成
の
忠
勇

第
四
十
一 

楠
氏
の
論 

頼
襄

第
四
十
二 

千
早
城
址 
塩
井
正
男

第
四
十
三 

忠
君
愛
国
精
神
の
積
極
的
発
動　

徳
富
猪
一
郎

第
四
十
四 

山
部
宿
禰
赤
人
望
不
盡
山
歌
一
首
並
短
歌

国
語
教
程
巻
三
註
釈

『
昭
和
七
年

印
　
　
刷 

国
語
教
程 

陸
軍
幼
年
学
校
用
』

巻
一
❖
（「
昭
和
四マ
マ

年
三
月
二
十
五
日
発
行
」）

第
一 

東
西
武
士
道
ノ
比
較
（
口
語
）

第
二 

任
務
（
口
語
）

第
三 

真
田
大
助 

柴
野
邦
彦

第
四 

春
郊 

大
町
桂
月

第
五 

勿
来
関 

熊
田
葦
城

第
六 

漢
字
ノ
意
義

第
七 

俚
諺 

大
西
祝

第
八 

偉
人 

大
町
桂
月

第
九 

乃
木
大
将
の
少
時 

横
田
健
堂

第
十 

太
田
持
資 

安
積
信

第
十
一 

明
治
天
皇
御
製

第
十
二 

旅
順
口
閉
塞
隊

第
十
三 

我
が
戦
捷
の
真
因 

鳳
秀
太
郎

第
十
四 

真
の
勇
気 

坪
内
雄
蔵

第
十
五 

北
白
川
の
月
影 

西
村
時
彦

第
十
六 

詩
的
農
園 

菊
池
幽
芳

第
十
七 

印
度
洋
上
の
晩
景

第
十
八 

読
物
を
問
は
れ
た
る
に
答
ふ　

大
町
桂
月

第
十
九 

十
八
楼
の
記 

松
尾
芭
蕉

第
二
十 

機
上
偵
察

第
二
十
一 

俗
諺

第
二
十
二 

山
の
美 

志
賀
重
昂

第
二
十
三 

水
の
力
新
体
詩 

幸
田
露
伴

第
二
十
四 

比
叡
山
上
の
眺
望 

杉
村
広
太
郎

第
二
十
五 

懐
古 

小
室
屈
山

第
二
十
六 

剛
勇 

大
槻
清
崇

第
二
十
七 

軍
旗
拝
受
記
念
日
祝
辞 

渡
辺
湊

第
二
十
八 

皇
室 

大
町
桂
月

第
二
十
九 
有
栖
川
の
流
れ

第
三
十 
小
中
村
文
学
博
士
ノ
古
稀
ヲ
祝
ス
ル
詞　

辻
新
次
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第
三
十
一 

日
記 

三
上
参
次

第
三
十
二 

四
季
の
和
歌

第
三
十
三 
人
の
宝 

那
珂
通
高

第
三
十
四 
壮
烈
（
口
語
）

第
三
十
五 

友
人
に
忠
告
す
る
文

第
三
十
六 

智
慧
伊
豆 

大
町
桂
月

第
三
十
七 

譬
喩

第
三
十
八 

殊
勝
な
る
武
者
振 

室
直
清

第
三
十
九 

時
間
の
厳
守

第
四
十 

名
将
ノ
慈
愛 
安
積
信

第
四
十
一 

熱
情
を
抑
制
す
べ
き
説 
井
上
哲
次
郎

第
四
十
二 

帰
省
の
模
様
を
知
ら
す
る
文　

竹
越
与
三
郎

第
四
十
三 

植
物
の
景
観
と
気
象
と
の
関
係　

三
好
学

第
四
十
四 

旅
順
戦
死
者
ノ
霊
ヲ
祭
ル
文　

乃
木
希
典

第
四
十
五 

雪
（
口
語
）

第
四
十
六 

奉
天
の
大
会
戦 

新
保
磐
次

第
四
十
七 

奉
天
会
戦
ノ
後
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語

第
四
十
八 

古
榴
弾
ノ
記 

成
島
弘

第
四
十
九 

鵯
越

第
五
十 

神
社

国
語
教
程
巻
一
註
釈

巻
二
＊
　
　
巻
三
＊

【
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
改
訂
】

『
昭
和
八
年

改
　
　
訂 

国
語
教
程 

陸
軍
幼
年
学
校
用
』

巻
一
❖
（
一
九
三
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

前
篇

第
一 

東
西
武
士
道
ノ
比
較
（
口
語
）

第
二 

国
史
に
返
れ
（
口
語
） 

徳
富
蘇
峰

第
三 

春
郊 

大
町
桂
月

第
四 

勿
来
関 

熊
田
韋
城

第
五 

真
田
大
助 

柴
野
栗
山

第
六 

名
将
の
文
事 

芳
賀
矢
一

第
七 

学
徒
に
示
す 

萩
野
由
之

第
八 

立
志 

貝
原
益
軒

第
九 

史
伝
を
読
め
（
候
文
） 

大
町
桂
月

第
十 

明
治
天
皇
御
製

第
十
一 

明
治
神
宮 

五
十
嵐
力

第
十
二 

真
の
勇
気 

坪
内
逍
遥

第
十
三 

廟
行
鎮
攻
撃
の
三
勇
士
（
口
語
）　

徳
富
蘇
峰

第
十
四 

北
白
川
の
月
影 

西
村
天
囚

第
十
五 

天
徳
寺
了
伯 

湯
浅
常
山

第
十
六 

壮
烈

第
十
七 

人
の
宝 

那
珂
通
高

第
十
八 
死
し
て
惜
ま
る
る
人
と
な
れ　

嘉
納
治
五
郎

第
十
九 
懐
古 

小
室
屈
山
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第
二
十 

譬
喩

第
二
十
一 

山
の
美 

志
賀
重
昂

第
二
十
二 
水
の
力 

幸
田
露
伴

中
篇

第
二
十
三 

乃
木
将
軍
の
少
時 

横
山
健
堂

第
二
十
四 

名
将
ノ
慈
愛 

安
積
艮
斎

第
二
十
五 

旅
行
の
楽 

貝
原
益
軒

第
二
十
六 

松
島
に
遊
ぶ 

正
岡
子
規

第
二
十
七 

比
叡
山
上
の
眺
望 

杉
村
楚
人
冠

第
二
十
八 

漸
進
主
義
（
口
語
） 
八
波
則
吉

第
二
十
九 

智
慧
伊
豆 
大
町
桂
月

第
三
十 

軍
旗
拝
受
記
念
式
祝
辞 

渡
辺
湊

第
三
十
一 

皇
室 

大
町
桂
月

第
三
十
二 

有
栖
川
の
流

第
三
十
三 

日
記 

三
上
参
次

第
三
十
四 

国
語
と
愛
国
心 

上
田
萬
年

第
三
十
五 

是
是
非
非 

大
谷
光
瑞

第
三
十
六 

誠 

三
浦
梅
園

第
三
十
七 

友
人
に
忠
告
す
（
候
文
）

第
三
十
八 

晩
秋
初
冬 

徳
富
蘆
花

第
三
十
九 

四
季
の
和
歌

第
四
十 

旅
順
口
閉
塞
隊

第
四
十
一 

旅
順
戦
病
死
者
ノ
霊
ヲ
祭
ル
文　

乃
木
希
典

第
四
十
二 

惜
陰 

貝
原
益
軒

後
篇

第
四
十
三 

雪

第
四
十
四 

滋
賀
の
山
越 

村
井
弦
斎

第
四
十
五 

殊
勝
な
る
武
者
振 

室
鳩
巣

第
四
十
六 

空
中
戦
（
口
語
）

第
四
十
七 

道
話 

二
宮
尊
徳

第
四
十
八 

帰
省
の
模
様
を
知
ら
す
（
候
文
）　

竹
越
与
三
郎

第
四
十
九 

奉
天
の
大
会
戦 

新
保
磐
次

第
五
十 

奉
天
会
戦
ノ
後
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語

第
五
十
一 

我
が
戦
捷
の
真
因 

鳳
秀
太
郎

第
五
十
二 

鵯
越 

源
平
盛
衰
記

第
五
十
三 

神
社

国
語
教
程
巻
一
註
釈

巻
二
❖
（
一
九
三
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

前
篇

第
一 

尊
王
論
の
起
因 

落
合
直
文

第
二 

桜 

前
田
曙
山

第
三 

奈
良
の
旧
都 

藤
岡
東
圃

第
四 

進
学 

室
鳩
巣

第
五 

読
書
の
選
択 

佐
々
政
一

第
六 
俳
句

第
七 
南
洲
遺
訓 

西
郷
南
洲
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第
八 

西
郷
隆
盛
に
与
ふ
る
書 

山
縣
有
朋

第
九 

橘
中
佐
戦
死
の
状
況
を
遺
族
に
報
ず
（
候
文
）　

佐
藤
小
次
郎

第
十 
胆
力
を
養
へ
（
口
語
） 

嘉
納
治
五
郎

第
十
一 
元
寇 

三
宅
雪
嶺

第
十
二 

人
臣
の
道 

北
畠
親
房

第
十
三 

白
川
大
将
ヲ
弔
フ 

荒
木
貞
夫

第
十
四 

皇
室
に
関
す
る
敬
語

第
十
五 

振
天
府
拝
観
ノ
記

第
十
六 

赤
十
字
社

第
十
七 

船
の
旅 
遅
塚
麗
水

第
十
八 

海
の
和
歌

（
※
山
部
赤
人
・
凡
河
内
躬
恒
・
徳
大
寺
実
定
・
賀
茂
真
淵
・
小
沢
蘆
庵
・
源
実
朝
）

中
篇

第
十
九 

乃
木
将
軍 

森
鷗
外

第
二
十 

旅
順
の
追
懐 

藤
岡
東
圃

第
二
十
一 

聯
合
艦
隊
解
散
告
別
ノ
辞 

東
郷
平
八
郎

第
二
十
二 

武
士
道 

山
路
愛
山

第
二
十
三 

忠
臣
義
士
の
本
意 

山
鹿
素
行

第
二
十
四 

楠
木
正
成
の
忠
勇 

太
平
記

第
二
十
五 

千
早
城
址 

塩
井
雨
江

第
二
十
六 

白
峰
の
陵 

上
田
秋
成

第
二
十
七 

九
重
の
山
水 

大
橋
乙
羽

第
二
十
八 

明
治
節
（
口
語
） 

徳
富
蘇
峰

第
二
十
九 

伊
藤
公
を
誄
す 

井
上
馨

第
三
十 

武
蔵
野 

国
木
田
独
歩

第
三
十
一 

宇
津
木
静
区 

中
村
秋
香

第
三
十
二 

志
士
の
和
歌 

福
本
日
南

第
三
十
三 

富
士
川
の
対
陣 

平
家
物
語

後
篇

第
三
十
四 

皇
軍
の
歌 

（
徳
富
猪
一
郎
・
佐
佐
木
信
綱
作
歌
）

第
三
十
五 

国
旗
と
軍
旗 

藤
岡
東
圃

第
三
十
六 

徳
川
時
代
ノ
武
事 

佐
藤
誠
実

第
三
十
七 

ハ
ン
ニ
バ
ル 

矢
野
龍
渓

第
三
十
八 

心
育
と
体
育 

坪
内
逍
遥

第
三
十
九 

遼
東
の
月 

小
笠
原
長
生

第
四
十 

月
雪
花 

芳
賀
矢
一

第
四
十
一 

俗
諺

第
四
十
二 

源
平
の
三
烈
士 

室
鳩
巣

第
四
十
三 

扇
の
的 

平
家
物
語

第
四
十
四 

聖
駕
ノ
凱
旋
ヲ
賀
シ
奉
ル
表　

近
衛
篤
麿

国
語
教
程
巻
二
註
釈

巻
三
❖
（
一
九
三
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

前
篇

第
一 

大
日
本
帝
国
憲
法
の
由
来

第
二 
忠
君
愛
国
精
神
の
積
極
的
発
動　

徳
富
蘇
峰

第
三 
上
代
の
国
民 

芳
賀
矢
一
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第
四 

吉
野
山 

藤
岡
東
圃

第
五 

和
歌
に
感
興
の
益
あ
り 

室
鳩
巣

第
六 
常
陸
帯
の
序 

藤
田
東
湖

第
七 
感
状

第
八 

譬
喩

第
九 

白
河
殿
の
軍
議 

保
元
物
語

第
十 

浮
島
ヶ
原
の
対
面 

義
経
記

第
十
一 

平
家
の
末
路 

源
平
盛
衰
記

第
十
二 

平
家
雑
感 

高
山
樗
牛

第
十
三 

落
花
の
雪 
太
平
記

第
十
四 

文
章
と
気
品
（
口
語
） 
芳
賀
矢
一

第
十
五 

史
筆
の
公
正 

島
田
三
郎

第
十
六 

世
界
の
四
聖 

高
山
樗
牛

第
十
七 

俳
句

第
十
八 

鳴
門 

遅
塚
麗
水

中
篇

第
十
九 

乃
木
大
将
の
殉
死 

徳
富
蘇
峰

第
二
十 

永
遠
の
生
命
（
口
語
） 

亙マ
マ

理
章
三
郎

第
二
十
一 

松
の
下
露 

太
平
記

第
二
十
二 

熊
野
落 

太
平
記

第
二
十
三 

村
上
義
光
父
子 

太
平
記

第
二
十
四 

東
路
の
旅 

東
関
紀
行

第
二
十
五 

松
島
よ
り
平
泉
へ 

松
尾
芭
蕉

第
二
十
六 

金
ヶ
崎
懐
古 

菊
地
幽
芳

第
二
十
七 

大
礼
寿
詞 

田
中
義
一

第
二
十
八 

知
己
難 

徳
富
蘇
峰

第
二
十
九 

修
学
の
今
昔 

笹
川
臨
風

第
三
十 

成
功
期
の
標
準 

杉
浦
重
剛

第
三
十
一 

我
が
国
の
絵
画 

藤
岡
東
圃

第
三
十
二 

人
生
の
快
事 

三
宅
雪
嶺

第
三
十
三 

公
同
生
存 

穂
積
八
束

後
篇

第
三
十
四 

物
の
初 

幸
田
露
伴

第
三
十
五 

川
柳
点 

矢
野
龍
渓

第
三
十
六 

寒
稽
古 

中
川
霞
城

第
三
十
七 

光
頼
卿
の
参
内 

平
治
物
語

第
三
十
八 

文
化
の
余
弊 

大
町
桂
月

第
三
十
九 

菅
公 

高
山
樗
牛

第
三
十
九 

梅 

藤
岡
東
圃

第
四
十
一 

狭
き
国
は
広
く
峻
し
き
国
は
平
け
く
（
口
語
）　

五
十
嵐
力

第
四
十
二 

萬
葉
集
の
歌

（
※
長
歌
の
一
部
、
大
伴
家
持
。
長
歌
・
反
歌
、
山
部
赤
人
）

国
語
教
程
巻
三
註
釈

【
昭
和
十
三
年
一
月
改
訂
（
巻
一
・
巻
二
）、
九
月
改
訂
（
巻
三
）】



─ 175 ─

『
昭
和
十
三
年

印
　
　
　
刷 

国
語
教
程 

陸
軍
幼
年
学
校
用
』

巻
一
❖
（
一
九
三
八
年
一
月
六
日
発
行
）

前
篇

第
一 
東
西
武
士
道
ノ
比
較
（
口
語
）

第
二 

国
史
に
返
れ
（
口
語
） 

徳
富
蘇
峰

第
三 

春
郊 

大
町
桂
月

第
四 

勿
来
関 

熊
田
韋
城
（
日
本
史
蹟
）

第
五 

花
の
若
武
者 

柴
野
栗
山

第
六 

名
将
の
文
事 

芳
賀
矢
一

第
七 

学
徒
に
示
す 
萩
野
由
之

第
八 

史
伝
を
読
め
（
候
文
） 
大
町
桂
月

第
九 

明
治
天
皇
御
製
（
※
一
〇
首
）

第
十 

明
治
神
宮 

五
十
嵐
力

第
十
一 

真
の
勇
気 

坪
内
逍
遥

第
十
二 

廟
行
鎮
の
三
勇
士
（
口
語
） 

徳
富
蘇
峰
（
東
京
日
日
新
聞
）

第
十
三 

北
白
川
の
月
影 

西
村
天
因

第
十
四 

天
徳
寺
了
伯 

湯
浅
常
山
（
常
山
紀
談
）

第
十
五 

壮
烈 

（
時
局
に
関
す
る
教
育
資
料
に
拠
る
）

第
十
六 

人
の
宝 

那
珂
通
高

第
十
七 

訓
話
二
題 

中
村
正
直

一　

否
の
語
（
西
洋
節
用
論
）　　

二　

勤
勉
と
耐
久
（
西
国
立
志
編
）

第
十
八 

死
し
て
惜
し
ま
る
る
人
と
な
れ　

嘉
納
治
五
郎

第
十
九 

懐
古 

小
室
屈
山

第
二
十 

譬
喩

第
二
十
一 

山
の
美 

志
賀
重
昂

第
二
十
二 

水
の
力 

幸
田
露
伴

中
篇

第
二
十
三 

乃
木
大
将
の
少
時 

横
山
健
堂

第
二
十
四 

名
将
ノ
慈
愛 

安
積
艮
斎

第
二
十
五 

松
島
に
遊
ぶ 

正
岡
子
規
（
獺
祭
書
屋
俳
話
）

第
二
十
六 

比
叡
山
上
の
眺
望 

杉
村
楚
人
冠

第
二
十
七 

漸
進
主
義
（
口
語
） 

八
波
則
吉
（
よ
く
ぞ
男
に
）

第
二
十
八 

智
慧
伊
豆 

大
町
桂
月

第
二
十
九 

軍
旗
拝
受
記
念
式
祝
辞 

渡
辺
湊

第
三
十 

皇
室 

大
町
桂
月

第
三
十
一 

有
栖
川
の
流 

（
国
定
読
本
に
拠
る
）

第
三
十
二 

日
記 

三
上
参
次

第
三
十
三 

国
語
と
愛
国
心 

上
田
萬
年
（
国
語
の
た
め
）

第
三
十
四 

是
是
非
非 

大
谷
光
瑞
（
無
題
録
）

第
三
十
五 

誠 

三
浦
梅
園
（
梅
園
叢
書
）

第
三
十
六 

友
人
に
忠
告
す
（
候
文
） 

（
日
用
文
例
）

第
三
十
七 

晩
秋
初
冬 

徳
富
蘆
花
（
自
然
と
人
生
）

第
三
十
八 

四
季
の
和
歌
（
※
八
首
。
素
性
・
源
頼
実
ら
）

第
三
十
九 

内
匠
頭
の
奥
津
城
へ 

大
町
桂
月

第
四
十 
旅
順
口
閉
塞
隊 

（『
戦
影
』
に
拠
る
）

第
四
十
一 
旅
順
戦
病
死
者
ノ
霊
ヲ
祭
ル
文　

乃
木
希
典
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第
四
十
二 

惜
陰 

貝
原
益
軒
（
大
和
俗
訓
）

後
篇

第
四
十
三 
雪 

（
国
定
読
本
に
拠
る
）

第
四
十
四 
滋
賀
の
山
越 

村
井
弦
斎
（
近
江
聖
人
）

第
四
十
五 

空
行
く
雁 

曾
我
物
語

第
四
十
六 

空
中
戦
（
口
語
） 

（『
剣
か
ら
鍬
へ
』
の
文
に
拠
る
）

第
四
十
七 

故
郷 

正
岡
子
規
（
子
規
随
筆
）

第
四
十
八 

帰
省
の
模
様
を
知
ら
す
（
候
文
）　

竹
越
与
三
郎

第
四
十
九 

奉
天
の
大
会
戦 

新
保
磐
次

第
五
十 

奉
天
会
戦
ノ
後
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語

第
五
十
一 

我
が
戦
捷
の
真
因 
鳳
秀
太
郎

第
五
十
二 

鵯
越 

平
家
物
語

第
五
十
三 

神
社 

（
明
治
読
本
）

国
語
教
程
巻
一
註
釈

巻
二
❖
（
一
九
三
八
年
一
月
六
日
発
行
）

前
篇

第
一 

我
が
国
体 

北
畠
親
房
（
神
皇
正
統
記
）

第
二 

尊
王
論
の
起
因 

落
合
直
文

第
三 

桜 

前
田
曙
山

第
四 

奈
良
の
旧
都 

藤
岡
東
圃

第
五 

読
書
の
選
択 

佐
々
政
一

第
六 

進
学 

室
鳩
巣
（
駿
台
雑
話
）

第
七 

わ
が
幼
時 

新
井
白
石
（
折
焚
く
柴
の
記
）

第
八 

俳
句

第
九 

西
郷
隆
盛
に
与
ふ
る
書 

山
縣
有
朋

第
十 

橘
中
佐
戦
死
の
状
況
を
遺
族
に
報
ず
（
候
文
）　

佐
藤
小
次
郎

第
十
一 

白
川
大
将
ヲ
弔
フ 

荒
木
貞
夫

第
十
二 

明
治
天
皇
（
口
語
） 

徳
富
蘇
峰
（
国
民
小
訓
）

第
十
三 

皇
室
に
関
す
る
敬
語

第
十
四 

振
天
府
拝
観
ノ
記

第
十
五 

赤
十
字
社

第
十
六 

元
寇 

三
宅
雪
嶺

第
十
七 

船
の
旅 

遅
塚
麗
水
（
新
入
蜀
記
）

第
十
八 

海
の
和
歌

中
篇

第
十
九 

武
士
道 

山
路
愛
山
（
愛
山
文
集
）

第
二
十 

忠
臣
義
士
の
本
意 

山
鹿
素
行
（
山
鹿
語
類
）

第
二
十
一 

正
行
の
参
内 

太
平
記

第
二
十
二 

正
成
の
忠
勇 

太
平
記

第
二
十
三 

千
早
城
址 

塩
井
雨
江

第
二
十
四 

旅
順
の
追
懐 

藤
岡
東
圃

第
二
十
五 

聯
合
艦
隊
解
散
式
ニ
於
ケ
ル
訓
示　

東
郷
平
八
郎

第
二
十
六 

白
峰
の
陵 

上
田
秋
成
（
雨
月
物
語
）

第
二
十
七 

武
蔵
野
（
口
語
） 

国
木
田
独
歩

第
二
十
八 
九
重
の
山
水 

大
橋
乙
羽

第
二
十
九 
伊
藤
公
を
誄
す 

井
上
馨
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第
三
十 

人
臣
の
道 

北
畠
親
房
（
神
皇
正
統
記
）

第
三
十
一 

宇
津
木
静
区 

中
村
秋
香

第
三
十
二 
志
士
の
和
歌 

福
本
日
南

第
三
十
三 
富
士
川
の
対
陣 

平
家
物
語

後
篇

第
三
十
四 

皇
軍
の
歌 

 

徳
富
猪
一
郎
・
佐
佐
木
信
綱
作

歌

第
三
十
五 

国
旗
と
軍
旗 

藤
岡
東
圃

第
三
十
六 

徳
川
時
代
ノ
武
事 

佐
藤
誠
実
（
日
本
教
育
史
）

第
三
十
七 

ハ
ン
ニ
バ
ル 
矢
野
龍
渓

第
三
十
八 

心
育
と
体
育 
坪
内
逍
遥

第
三
十
九 

遼
東
の
月 

小
笠
原
長
生

第
四
十 

月
雪
花
（
口
語
） 

芳
賀
矢
一

第
四
十
一 

俗
諺

第
四
十
二 

源
平
の
三
烈
士 

室
鳩
巣

第
四
十
三 

扇
の
的 

平
家
物
語

第
四
十
四 

聖
駕
ノ
凱
旋
ヲ
賀
シ
奉
ル
表　

近
衛
篤
麿

国
語
教
程
巻
二
註
釈

巻
三
❖
（
一
九
三
八
年
十
月
二
十
八
日
発
行
）

前
篇

第
一 

大
日
本
帝
国
憲
法
の
由
来

第
二 

上
代
の
国
民 

芳
賀
矢
一

第
三 

吉
野
山 

藤
岡
東
圃

第
四 

村
上
義
光
父
子 

太
平
記

第
五 

常
陸
帯
の
序 

藤
田
東
湖

第
六 

譬
喩

第
七 

伏
木
が
く
れ 

源
平
盛
衰
記

第
八 

浮
島
ヶ
原
の
対
面 

義
経
記

第
九 

平
家
の
末
路 

源
平
盛
衰
記

第
十 

落
花
の
雪 

太
平
記

第
十
一 

文
学
と
気
品
（
口
語
） 

芳
賀
矢
一

第
十
二 

俳
句

第
十
三 

世
界
の
四
聖 

高
山
樗
牛

第
十
四 

西
郷
南
洲 

藤
村
作

第
十
五 

松
島
よ
り
平
泉
へ 

松
尾
芭
蕉
（
奥
の
細
道
）

第
十
六 

万
里
の
長
城 

内
藤
湖
南
（
燕
山
楚
水
）

中
篇

第
十
七 

乃
木
大
将
の
殉
死 

徳
富
蘇
峰

第
十
八 

感
状

第
十
九 

松
の
下
露 

太
平
記

第
二
十 

熊
野
落 

太
平
記

第
二
十
一 

永
遠
の
生
命
（
口
語
） 

亙マ
マ

理
章
三
郎
（
国
民
道
徳
）

第
二
十
二 

東
路
の
旅 

東
関
紀
行

第
二
十
三 

金
ヶ
崎
懐
古 

菊
地
幽
芳

第
二
十
四 
光
頼
卿
の
参
内 

平
治
物
語

第
二
十
五 
忠
度
の
都
落 

平
家
物
語
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第
二
十
六 

和
歌
に
感
興
の
益
あ
り 

室
鳩
巣

第
二
十
七 

知
己
難 

徳
富
蘇
峰

第
二
十
八 
討
入
の
光
景
を
報
ず 

榎
本
其
角

第
二
十
九 
人
生
の
快
時 

三
宅
雪
嶺
（
日
本
及
び
日
本
人
）

第
三
十 

文
化
の
余
弊 

大
町
桂
月
（
桂
月
全
集
）

後
篇

第
三
十
一 

物
の
初 

幸
田
露
伴

第
三
十
二 

川
柳
点 

矢
野
龍
渓

第
三
十
三 

寒
稽
古 

中
川
霞
城

第
三
十
四 

修
学
の
今
昔 
笹
川
臨
風

第
三
十
五 

和
漢
朗
詠
集

第
三
十
六 

菅
公 

大
鏡

第
三
十
七 

梅 

藤
岡
東
圃
（
東
圃
遺
稿
）

第
三
十
八 

狭
き
国
は
広
く
峻
し
き
国
は
平
け
く
（
口
語
）　

五
十
嵐
力

第
三
十
九 

即
位
の
宣
命

第
四
十 

萬
葉
集
の
歌

（
※
長
歌
の
一
部
、
大
伴
家
持
。
長
歌
・
反
歌
、
山
部
赤
人
）

【
＊
記
録
を
欠
く
が
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
『
国
漢
文
教
程
甲 

陸
軍
幼
年
学
校
用
』
を
新
た
に
編
纂
か
】（
漢
文
を
教
材
と
す
る
『
国
漢
文
教

程
乙 

陸
軍
幼
年
学
校
用
』（
一
九
四
二
年
十
月
一
日
発
行
〈
巻
一
〉、
十
一
月
五
日
発
行

〈
巻
二
〉、
十
月
十
五
日
発
行
〈
巻
三
〉）
が
現
存
）

ｂ�　

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
・
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
本
科
・
陸
軍
士
官
学
校

予
科
・
陸
軍
予
科
士
官
学
校
〔
教
育
課
程
二
年
〕

【
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
年
七
月
編
纂
】

『
明
治
三
十
年

編
　
　
　
纂 

国
文
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
用
』

巻
一
❖
（［
一
八
九
七
年
］）

第
一 

大
日
本 

 

北
畠
親
房　
神
皇
正
統
記
（
節
略
）

第
二 

嵯
峨
天
皇
の
御
治
世 

同　
神
皇
正
統
記

第
三 

触
る
ゝ
所
の
益 

卜
部
兼
好　
徒
然
草

第
四 

人
の
賢
愚 

同　
徒
然
草

第
五 

源
為
朝
の
大
言 

作
者
未
詳　
保
元
物
語

第
六 

平
重
盛
の
諫
言 

同　
源
平
盛
衰
記

第
七 

宇
治
河
の
戦 

同　
平
家
物
語

第
八 

笠
置
山
の
戦 

同　
太
平
記

第
九 

後
醍
醐
天
皇
の
崩
御 

北
畠
親
房　
神
皇
正
統
記

第
十 

君
が
た
め 

宗
良
親
王　
新
葉
集

第
十
一 

和
歌
の
話 

室
直
清　
駿
台
雑
話

第
十
二 

時
頼
の
節
倹 

卜
部
兼
好　
徒
然
草

第
十
三 

熊
王
の
発
心 

松
翁　
吉
野
拾
遺

第
十
四 

平
忠
度
の
都
落 

作
者
未
詳　
平
家
物
語

第
十
五 

大
塔
宮
の
十
津
川
落 

同　
太
平
記

第
十
六 
義
経
鵯
越
の
奇
襲 

同　
源
平
盛
衰
記

第
十
七 
富
士
山
に
登
る
記 

加
茂
季
鷹　
富
士
日
記
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第
十
八 

花
月
の
遊 

松
平
定
信　
花
月
雙マ
マ

紙

第
十
九 

慢
心 

卜
部
兼
好　
徒
然
草

第
二
十 
誠 

三
浦
安
貞　
梅
園
叢
書

第
二
十
一 
地
震 

鴨
長
明　
方
丈
記

第
二
十
二 

夏 

貝
原
篤
信　
楽
訓

第
二
十
三 

常
陸
帯
の
序 

藤
田
彪　
常
陸
帯

第
二
十
四 

祭
芳
宜
園
大
人
墓
文 

村
田
春
海

第
二
十
五 

戦
時
の
有
様 

志
賀
理
斎

第
二
十
六 

虚
実 

山
鹿
高
祐　
武
教
全
書

第
二
十
七 

心
気
力 
同　
武
教
全
書

第
二
十
八 

必
勝 
同　
武
教
全
書

第
二
十
九 

後
醍
醐
天
皇
の
笠
置
落 

作
者
未
詳　
太
平
記

第
三
十 

都
気
能
雄
久
志
序 

岩
倉
具
視　
都
気
能
雄
久
志

第
三
十
一 

延
元
の
都
改 

作
者
未
詳　
太
平
記

第
三
十
二 

楠
正
成
兵
庫
に
下
る 

同　
太
平
記

第
三
十
三 

同　
　

伝
賛 

下
河
辺
長
流　
文
苑
玉
露

第
三
十
四 

楠
公
論 

菅
晋
師マ
マ　

筆
の
す
さ
び

第
三
十
五 

賀
名
生
の
皇
居 

作
者
未
詳　
太
平
記

巻
二
＊

【
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
改
訂
】

『
明
治
三
十
二
年

改
　
　
　
　
訂 

国
文
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
用
』

巻
一
＊

巻
二
❖
（［
一
八
九
九
年
］）

第
一
編

第
一 

臣
民
の
道 

北
畠
親
房　
神
皇
正
統
記

第
二 

平
治
の
乱 

同　
神
皇
正
統
記

第
三 

後
醍
醐
天
皇
の
崩
御 

同　
神
皇
正
統
記

第
四 

古
戦
場 

久
米
幹
文　
水
屋
集

第
五 

月
の
宴 

栄
華
物
語

第
六 

旧
都
の
月 

後
徳
大
寺
実
定　
源
平
盛
衰
記

第
七 

学
の
喩 

伊
達
千
広　
家
集

第
八 

百
済
川
成
飛
騨
匠
と
挑
む　

源
隆
国　
今
昔
物
語

第
九 

藤
原
保
昌
袴
垂
を
威
服
す 

同　
宇
治
拾
遺
物
語

第
十 

源
義
家
阿マ

マ陪
貞
任
の
連
歌 

橘
成
季　
古
今
著
聞
集

第
十
一 

源
義
光
秘
曲
を
授
く 

同　
古
今
著
聞
集

第
十
二 

源
頼
朝
鵼
を
射
る 

十
訓
抄

第
十
三 

都
築
経
家
の
馬
術 

同

第
十
四 

藤
原
光
顕
の
剛
胆 

平
治
物
語

第
十
五 

北
条
時
頼
の
節
倹 

卜
部
兼
好　
徒
然
草

第
十
六 

主
客
の
応
対 

同　
徒
然
草

第
十
七 

心
の
主 

同　
徒
然
草

第
十
八 

懈
怠
の
心 

同　
徒
然
草

第
十
九 

万
事
恃
む
可
か
ら
ず 

同　
徒
然
草

第
二
編

第
一 
即
位 

代
始
和
鈔
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第
二 

天
智
天
皇 

水
鏡

第
三 

菅
原
道
真
の
左
遷 

大
鏡

第
四 
言
志 

久
米
幹
文　
水
之マ
マ

屋
集

第
五 
桜
を
賞
づ
る
詞 

権
田
直
助　
家
集

第
六 

新
島
守 

増
鏡

第
七 

文
章
論 

小
中
村
清
矩　
陽
春
廬
雑
考

第
八 

芳
宜
園
大
人
の
墓
を
祭
る
文　

村
田
春
海　
琴
後
集

第
九 

山 

伴
資
芳　
閑
田
文
草

第
十 

熱
海
日
記 

藤
原
葛
満

第
十
一 

温
泉
に
行
く
人
を
送
る 
加
藤
千
蔭

第
十
二 

土
佐
日
記 
紀
貫
之

第
十
三 

大
伴 

大
伴
家
持　
萬
葉
集

第
十
四 

御
楯 

今
奉
部
与
曾
布　
萬
葉
集

【
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
八
月
改
訂
】

『
明
治
三
十
三
年

改
　
　
　
　
訂 

国
文
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
用
』

巻
一
❖
（［
一
九
〇
〇
年
］）

第
一
編

第
一 

御
威
徳 

 

作
者
未
詳　
萩
の
戸
の
月
、
天
地

の
御
栄
（
鈔
録
）

第
二 

抗
対
運
動 

池
原
香
穉　
美
登
毛
廼
数
（
鈔
録
）

第
三 

戦
時
の
有
様 

志
賀
忍

第
四 

武
家
の
嗜 

新
井
君
美　
藩
翰
譜

第
五 

源
頼
朝
の
功
過 

同　
読
史
余
論

第
六 

松
の
下
露 

太
平
記　
（
節
略
）

第
七 

大
塔
宮
の
十
津
川
落 

同

第
八 

村
上
父
子
の
忠
勇 

同

第
九 

楠
正
成
兵
庫
に
下
る 

同

第
二
編

第
一 

孝
明
天
皇 

 

作
者
未
詳　

孝
明
天
皇
御
遺
徳

（
鈔
録
）

第
二 

国
を
豊
か
に
し
て
俗
を
敦
く
す　

松
平
定
信　
花
月
草
紙

第
三 

技
芸
の
精
神 

富
士
谷
御
杖　
北
辺
随
筆

第
四 

東
路
の
旅 

本
居
宣
長　
鈴
屋
集

第
五 

武
蔵
野
の
紀
行 

北
条
氏
康　
武
蔵
野
紀
行

第
六 

常
陸
帯
の
序 

藤
田
彪　
常
陸
帯

第
七 

友
人
に
答
ふ
る
書 

同　
日
用
文
鑑

第
八 

花
月
の
遊 

松
平
定
信　
花
月
草
紙

第
九 

和
歌
の
話 

室
直
清　
駿
台
雑
話

第
十 

源
為
朝 

保
元
物
語

第
十
一 

平
重
盛
の
諫
言 

源
平
盛
衰
記

第
十
二 

宇
治
川
の
戦 

平
家
物
語

第
十
三 

粟
津
の
露 

同

第
十
四 

萬
世
の
名 

萬
葉
集

（
※
短
歌
二
首
。
山
上
憶
良
・
大
伴
家
持
）

国
文
教
程
巻
一
註
釈
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（
図
）

巻
二
＊

【
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
七
月
改
訂
】

『
明
治
三
十

四
年
改
訂 

国
語
教
程 
陸
軍
中
央
幼
年
学
校
用
』

巻
一
（［
一
九
〇
一
年
］）

第
一
篇

第
一 

御
威
徳

第
二 

天
地
の
栄 

海
犬
養
岡
麿　
萬
葉
集

第
三 

戦
時
の
有
様 
志
賀
忍

第
四 

源
頼
朝
の
功
過 
新
井
君
美　
読
史
余
論

第
五 

接
頭
語
及
ビ
枕
詞

第
六 

技
芸
の
精
神 

富
士
谷
御
杖　
北
辺
随
筆

第
七 

大
塔
宮
ノ
十
津
川
落 

太
平
記

第
八 

萬
世
の
名 

萬
葉
集

（
※
沈
痾
の
口
吟
〈
山
上
憶
良
〉・
追
和
の
歌
〈
大
伴
家
持
〉）

国
語
教
程
巻
一
註
釈　

第
一
篇

第
二
篇

第
一 

孝
明
天
皇

第
二 

書
牘
文
ノ
沿
革

（
※
衛
門
督
よ
り
中
納
言
某
に
寄
す
る
文
〈
落
久マ

マ保
物
語
〉・
源
頼
朝
よ
り
弟
範
頼

に
寄
す
る
文
〈
東
鑑
〉）

第
三 

常
陸
帯
の
序 

藤
田
彪　
常
陸
帯

第
四 

花
月
の
遊 

松
平
定
信　
花
月
草
紙

第
五 

平
重
盛
の
諫
言 

源
平
盛
衰
記

第
六 

和
歌
の
話 

室
直
清　
駿
台
雑
話

第
七 

宇
治
川
の
戦 

平
家
物
語

第
八 

懐
を
述
ぶ
る
歌 

佐
久
間
啓　
椎
園
萬
葉
集

国
語
教
程
巻
一
註
釈　

第
二
篇

（
図
）（
※
武
具
）

巻
二
❖
（［
一
九
〇
一
年
］）

第
一
篇

第
一 

御
即
位 

藤
原
兼
良　
代
始
和
鈔

第
二 

俊
基
朝
臣
の
東
下 

太
平
記

第
三 

お
ど
ろ
の
下 

増
鏡

第
四 

臣
民
の
道 

源
親
房　
神
皇
正
統
記

第
五 

懈
怠
の
心 

釈
兼
好　
徒
然
草

第
六 

源
義
家
阿マ

部マ

貞
任
の
連
歌　

橘
成
季　
古
今
著
聞
集

第
七 

旧
都
の
月 

藤
原
実
定　
源
平
盛
衰
記

第
八 

那
須
宗
高
の
事 

平
家
物
語

第
九 

白
河
殿
の
夜
討 

保
元
物
語

国
語
教
程
巻
二
註
釈　

第
一
篇

　
　

第
二
篇

第
一 

坂
上
田
村
麿 

水
鏡

第
二 
菅
原
道
真 

大
鏡

第
三 
藤
原
道
長
の
逸
事 

同
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第
四 

月
の
宴 

栄
華
物
語

第
五 

百
済
川
成
飛
騨
匠
と
挑
む 

今
昔
物
語

第
六 
土
佐
日
記 

紀
貫
之

第
七 
古
今
和
歌
集
序 

同　
古
今
和
歌
集

第
八 

日
本
武
尊 

太
安
萬
侶　
古
事
記

第
九 

賀
㆓

陸
奥
国
出
㆑

金
詔
書
㆒

歌 

大
伴
家
持　
萬
葉
集

第
十 

防
人
歌 

今
奉
部
与
曾
布　
萬
葉
集

国
語
教
程
巻
二
註
釈　

第
二
篇

（
図
）

【
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
六
月
改
訂
】

『
明
治
三
十

五
年
改
訂 

国
語
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
用
』

巻
一
（
未
調
査
）

巻
二
（［
一
九
〇
二
年
］）

第
一
篇

第
一 

御
即
位 

藤
原
兼
良　
代
始
和
鈔

第
二 

俊
基
朝
臣
ノ
東
下 

太
平
記

第
三 

お
ど
ろ
の
下 

増
鏡

第
四 

臣
民
の
道 

源
親
房　
神
皇
正
統
記

第
五 

懈
怠
の
心 

釈
兼
好　
徒
然
草

第
六 

源
義
家
、
阿マ

部マ

貞
任
の
連
歌　

橘
成
季　
古
今
著
聞
集

第
七 

旧
都
の
月 

藤
原
実
定　
源
平
盛
衰
記

第
八 

那
須
宗
高
の
事 

平
家
物
語

第
九 

白
河
殿
の
夜
討 

保
元
物
語

国
語
教
程
巻
二
註
釈　

第
一
篇

第
二
篇

第
一 

坂
上
田
村
麿 

水
鏡

第
二 

菅
原
道
真 

大
鏡

第
三 

藤
原
道
長
の
逸
事 

大
鏡

第
四 

百
済
ノ

川
成
、
飛
騨
ノ

匠
と
挑
む　

今
昔
物
語

第
五 

土
佐
日
記 

紀
貫
之

第
六 

日
本
武
尊 

太
安
萬
侶　
古
事
記

第
七 

賀
㆓

陸
奥
国
出
㆑

金
詔
書
㆒

歌 

大
伴
家
持　
萬
葉
集

第
八 

防
人
歌 

今
奉
部
与
曾
布　
萬
葉
集

国
語
教
程
巻
二
註
釈　

第
二
篇

附
録　

清
涼
殿
ノ
図
（
大
内
裏
図
ニ
拠
ル
）

【
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
八
月
改
訂
】

『
大
正
五

年
印
刷 

国
語
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
本
科
用
』

巻
四
❖
（
一
九
一
六
年
発
行
（
※
月
日
未
確
認
））

第
一
篇

第
一 

明
治
天
皇
の
御
威
徳 

藤
岡
作
太
郎

第
二 

大
日
本
帝
国
憲
法
第
一
、二
章

第
三 

法
律
と
道
徳
と
の
関
係 

梅
謙
次
郎

第
四 
凱
旋
復
命
書 

大
山
巌

第
五 
国
民
ノ
至
誠 

日
清
戦
史
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第
六 

細
川
幽
斎
の
歌
才 

新
井
君
美

第
七 

和
歌
の
感
興 

室
直
清

第
八 
接
頭
語
及
ビ
枕
詞

第
二
篇

第
一 

孝
明
天
皇
の
御
遺
徳

第
二 

新
な
る
説 

本
居
宣
長

第
三 

常
陸
帯
の
序 

藤
田
彪

第
四 

戦
時
の
様 

松
平
定
信

第
五 

臣
民
の
道 

源
ノ

親
房

第
六 

畿
内
戦
跡
の
三
山

第
七 

楠
ノ

木
正
行
最
後
ノ
参
内 
太
平
記

第
八 

大
塔
ノ

宮
ノ
隠
レ

家 

太
平
記

第
九 

お
ど
ろ
の
下 

増
鏡

第
十 

浮
島
ヶ
原
の
対
面 

義
経
記

第
十
一 

懈
怠
の
心 

釈
ノ

兼
好

国
語
教
程
巻
四
註
釈

（
図
）

巻
五
＊

『
大
正
六

年
印
刷 

国
語
教
程 

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
本
科
用
』

巻
四
＊

巻
五
❖
（
一
九
一
七
年
七
月
三
十
日
発
行
）

第
一
篇

第
一 

戦 

幸
田
成
行

第
二 

宇
治
川
の
戦 

平
家
物
語

第
三 

平
ノ

重
盛
の
諫
言 

源
平
盛
衰
記

第
四 

待
賢
門
の
戦 

平
治
物
語

第
五 

源
ノ

為
義
の
苦
衷 

保
元
物
語

第
六 

源
ノ

為
家
阿マ
マ

倍
ノ

貞
任
の
連
歌　

橘
ノ

成
季

第
二
篇

第
一 

寿
詞 

本
居
豊
穎

第
二 

大
中
臣
ノ

鎌
足
の
遺
事 

今
昔
物
語

第
三 

阪マ
マ
ノ

上
ノ

田
村
麻
呂
の
恩
愛 

水
鏡

第
四 

菅
原
ノ

道
真
の
清
節 

大
鏡

第
五 

海
上
の
月 

紀
ノ

貫
之

第
六 

喩
族
歌 

大
伴
ノ

家
持

第
七 

日
本
武
ノ

尊
の
西
征 

大マ
マ
ノ

安
萬
侶

第
八 

国
民
の
抱
負 

大
西
祝

国
語
教
程
巻
五
註
釈

（
図
）

【
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
改
訂
】

『
昭
和
三
年

印
　
　
刷 

国
語
教
程
』

巻
一
（
未
調
査
）

附
図
巻
一
（［
一
九
二
八
年
］）

（
図
）（
※
内
裏
・
寝
殿
造
・
衣
服
）
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巻
二
＊

『
昭
和
六
年

印
　
　
刷 
国
語
教
程
』

巻
一
❖
（［
一
九
三
一
年
］）

第
一 

朝
見
御
儀
勅
語

第
二 

明
治
天
皇 

（
明
治
天
皇
御
聖
徳
鈔
録
）

第
三 

勿
来
の
関 

芳
賀
矢
一
（
月
雪
花
）

第
四 

駒
と
め
て 

芳
賀
矢
一
（
月
雪
花
）

第
五 

熱
心
論 

山
路
愛
山
（
愛
山
全
集
）

第
六 

陣
中
日
記 
正
岡
子
規
（
子
規
全
集
）

第
七 

乃
木
大
将
を
弔
ふ 
大
町
桂
月

第
八 

現
代
和
歌

（
※
短
歌
八
首
。
佐
々
木
信
綱
・
尾
上
柴
舟
・
与
謝
野
寛
・
金
子
薫
園
・
斎
藤
茂
吉
・

長
塚
節
・
島
木
赤
彦
・
石
川
啄
木
）

第
九 

戦
争
と
国
民
性 

芳
賀
矢
一
（
筆
の
ま
に
〳
〵
）

第
十 

秋
色
を
観
じ
て
人
事
に
及
ぶ　

三
宅
雪
嶺
（
想
痕
）

第
十
一 

倫
敦
塔 

夏
目
漱
石

第
十
二 

日
本
武
士
の
情 

徳
富
蘇
峰

第
十
三 

石
田
治
作 

 

森
鷗
外
（
鷗
外
全
集
第
六
巻
、
う

た
日
記
）

第
十
四 

不
死
鳥 

田
中
王
道
（
王
道
論
集
）

第
十
五 

江
戸
時
代
の
和
歌

第
十
六 

清
水
浜
臣
が
も
と
へ 

村
田
春
海
（
琴
後
集
）

第
十
七 

初
雁
を
聞
く
辞 

加
藤
千
蔭
（
う
け
ら
が
花
）

第
十
八 

大
柳
（
※
俳
句
。
内
藤
鳴
雪
・
松
尾
芭
蕉
ら
）

第
十
九 

み
と
り
日
記 

 

小
林
一
茶
（
一
茶
全
集
、
父
終
焉

の
記
）

第
二
十 

雨
月
物
語 

上
田
秋
成

仏
法
僧

第
二
十
一 

駿
台
雑
話 

室
鳩
巣

壬
子
試
筆

第
二
十
二 

潘
翰
譜 

新
井
白
石

浅
野
長
政

第
二
十
三 

増
鏡

月
草
の
花

第
二
十
四 

太
平
記

千
剣
破
城
軍
の
事　
　

先
帝
船
上
に
臨
幸
の
事　
　

金
崎
城
落
つ
る

事

第
二
十
五 

近
古
和
歌
選

山
家
集　
　

金
槐
集　
　

新
葉
集

第
二
十
六 

保
元
物
語

白
河
殿
夜
撃
の
事　
　

白
河
殿
攻
め
落
す
事

第
二
十
七 

平
治
物
語

待
賢
門
の
軍　
　

義
朝
父
子
青
墓
に
落
ち
着
く
事　
　

頼
朝
遠
流
に

宥
め
ら
る
ゝ
事

第
二
十
八 
東
鑑
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範
頼
へ

第
二
十
九　

今
昔
物
語

わ
ざ
く
ら
べ　
　

袴
垂

第
三
十 
大
鏡

序　
　

当
代　
　

菅
原
道
真　
　

藤
原
道
長

第
三
十
一 

土
佐
日
記 

紀
貫
之

（
図
）（
※
内
裏
図
な
ど
）

巻
二
＊

『
昭
和
七
年

印
　
　
刷 

国
語
教
程
』

巻
一
＊

巻
二
❖
（［
一
九
三
二
年
］）

第
一 

明
浄
直 

五
十
嵐
力
（
新
国
文
学
史
）

第
二 

日
本
民
族
の
同
化
力 

深
作
安
文
（
倫
理
と
国
民
道
徳
）

第
三 

五
重
塔 

幸
田
露
伴

第
四 

法
律
と
芸
術 

牧
野
英
一
（
明
星
）

第
五 

山
庵
雑
記 

北
村
透
谷
（
北
村
透
谷
全
集
）

第
六 

石
彫
獅
子
の
賦 

薄
田
泣
菫
（
ゆ
く
春
）

第
七 

日
蓮
論
の
一
節 

高
山
樗
牛

第
八 

満
洲
軍
総
司
令
部
を
送
る 

徳
富
蘇
峰
（
蘇
峰
文
集
）

第
九 

戦
前
戦
後 

志
賀
重
昂
（
大
役
小
志
）

第
十 

四
季
雑
吟
（
※
俳
句
。
沼
波
瓊
音
・
荒
木
田
守
武
ら
）

第
十
一 

甲
子
吟
行 

松
尾
芭
蕉
（
芭
蕉
翁
文
集
）

第
十
二 

嵐
蘭
の
誄 

松
尾
芭
蕉
（
風
俗
文
選
）

第
十
三 

拾
扇
説 

横
井
也
有
（
鶉
衣
）

第
十
四 

案
山
子 

横
井
也
有
（
鶉
衣
）

第
十
五 

狂
歌
と
川
柳
（
※
四
方
赤
良
・
一
休
和
尚
ら
）

第
十
六 

述
懐 

本
居
宣
長

第
十
七 

源
氏
物
語
の
論 

本
居
宣
長

第
十
八 

九
仙
山 

近
松
門
左
衛
門

第
十
九 

能 

坪
内
逍
遥
（
劇
と
文
学
）

第
二
十 

八
島
（
謡
曲
）

第
二
十
一 

酢
薑
（
狂
言
） 

（
狂
言
記
）

第
二
十
二 

新
古
今
集
の
和
歌
（
※
二
二
首
）

第
二
十
三 

徒
然
草 

兼
好
法
師

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に　
　

静
か
に
思
へ
ば　
　

世
に
語
り
伝
ふ
る

こ
と　
　

何
事
も
入
り
立
た
ぬ
様
し
た
る
ぞ
よ
き　
　

或
る
人
弓
射

る
こ
と
を
習
ふ
に　
　

さ
し
た
る
こ
と
な
く
て　
　

あ
る
も
の
子
を

法
師
に
な
し
て

第
二
十
四 

神
皇
正
統
記 

北
畠
親
房

日
月
の
光

第
二
十
五 

平
家
物
語
を
論
ず 

藤
岡
作
太
郎

第
二
十
六 

平
家
物
語

祇
園
精
舎
の
事　
　

殿
上
の
闇
討
の
事　
　

西
光
切
ら
れ
の
事　
　

教
訓
の
事　
　

競
が
事　
　

太
宰
府
落
の
事

第
二
十
七 
源
平
盛
衰
記
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落
ち
行
く
人
人
の
歌
附

忠
度
淀
よ
り
帰
り
俊
成
に
謁
す
る
事　
　

宇

治
川
の
戦

第
二
十
八 
十
訓
抄

才
能
芸
術
を
庶
幾
ふ
べ
き
こ
と　
　

紅
葉
の
錦　
　

鬼
の
詞　
　

白

河
の
関　
　

弓
張
月　
　

つ
ぼ
の
石
ぶ
み

第
二
十
九 

古
今
著
聞
集

源
義
家　
　

畠
山
重
忠　
　

綴
喜
の
平
太

第
三
十 

古
今
集
の
和
歌
（
※
一
九
首
）

第
三
十
一 

枕
の
草
子 

清
少
納
言

春
は
曙　
　

こ
ろ
は　
　

正
月
一
日
は　
　

憎
き
物　
　

原
は　
　

海
は　
　

わ
た
り
は　
　

み
さ
さ
ぎ
は　
　

仏
は

第
三
十
二 

伊
勢
物
語

第
三
十
三 

萬
葉
集
の
端
に
記
せ
る
詞 

賀
茂
真
淵

第
三
十
四 

萬
葉
集
鈔

（
※
短
歌
二
五
首
〈
反
歌
を
含
む
〉、
長
歌
五
首
。
柿
本
人
麻
呂
〈
二
首
〉・
山
部

赤
人
〈
二
首
〉・
山
上
憶
良
〈
二
首
〉・
笠
金
村
・
高
橋
虫
麻
呂
・
小
野
老
・
聖
武

天
皇
・
橘
諸
兄
・
人
麻
呂
歌
集
・
出
典
不
明
・
出
典
不
明
・
遣
唐
使
母
・
光
明
皇

后
・
丈
部
人
麻
呂
・
今
奉
部
与
曾
布
・
大
伴
家
持
〈
二
首
〉・
大
伴
家
持
〈
三
首
〉・

山
上
憶
良
〈
二
首
〉・
山
上
憶
良
〈
二
首
〉・
柿
本
人
麻
呂
〈
三
首
〉）

第
三
十
五 

古
事
記 

太
安
萬
侶

天
地
の
初
発　
　

天
の
岩
戸　
　

八
咫
烏　
　

伊
吹
お
ろ
し

第
三
十
六 

大
祓
詞

（
図
）

【
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
改
訂
】

『
昭
和
八
年

印
　
　
刷 

国
語
教
程
』

巻
一
❖
（［
一
九
三
三
年
］）

第
一 

国
語
と
国
民
的
自
覚 

藤
村
作
（
国
語
教
育
論
）

第
二 

明
治
天
皇
御
製

第
三 

努
力
の
堆
積 

幸
田
露
伴
（
努
力
論
）

第
四 

読
書
と
時 

荒
木
寅
三
郎
（
勧
学
語
）

第
五 

陣
中
日
記 

正
岡
子
規
（
子
規
全
集
）

第
六 

乃
木
大
将
を
弔
ふ 

大
町
桂
月

第
七 

緋
縅
の
鎧

（
※
短
歌
一
五
首
。
落
合
直
文
・
佐
佐
木
信
綱
・
正
岡
子
規
・
与
謝
野
寛
・
尾
上

柴
舟
・
金
子
薫
園
・
伊
藤
左
千
夫
・
長
塚
節
・
島
木
赤
彦
・
斎
藤
茂
吉
・
窪
田
空

穂
・
石
川
啄
木
・
若
山
牧
水
・
釈
迢
空
・
木
下
利
玄
）

第
八 

倫
敦
塔 

夏
目
漱
石

第
九 

水
窮
山
開 

徳
富
蘇
峰
（
蘇
峰
文
選
）

第
十 

石
田
治
作 

 

森
鷗
外
（
鷗
外
全
集
第
六
巻
、
う

た
日
記
）

第
十
一 

高
原 

田
部
重
治
（
峠
と
高
原
）

第
十
二 

国
学
の
意
義 

岩
城
準
太
郎
（
国
文
学
の
諸
相
）

第
十
三 

江
戸
時
代
の
和
歌
（
※
二
〇
首
。
徳
川
光
圀
・
吉
田
松
陰
ら
）

第
十
四 

初
日
影
（
※
江
戸
時
代
・
近
代
の
俳
句
。
内
藤
鳴
雪
・
炭
太
祇
ら
）

第
十
五 
み
と
り
日
記 

 

小
林
一
茶
（
一
茶
全
集
、
父
終
焉

の
記
）
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第
十
六 

武
芸
師
範
の
教
訓 

瀧
沢
解
（
朝
夷
巡
島
記
巻
二
）

第
十
七 

一
の
大
事 

吉
田
兼
好
（
徒
然
草
）

第
十
八 
増
鏡
─
月
草
の
花

第
十
九 
太
平
記

一　

千
剣
破
城
軍
の
事　
　

二　

金
崎
城
落
つ
る
事　
　

三　

先
帝

崩
御
の
事

第
二
十 

近
古
和
歌
選

一　

山
家
和
歌
集（
※
六
首
）　　

二　

金
槐
和
歌
集（
※
七
首
）　　

三　

新
葉
和
歌
集
（
※
七
首
）

第
二
十
一 

東
鑑
─
範
頼
へ 
源
頼
朝

第
二
十
二 

平
家
物
語

一　

禿
童
の
事　
　

二　

御
輿
振
の
事　
　

三　

競
が
事　
　

四　

経
正
都
落
の
事　
　

五　

太
宰
府
落
の
事　
　

六　

大
臣
殿
誅
罰
の

事

第
二
十
三 

源
平
盛
衰
記
─
宇
治
川
の
戦

第
二
十
四 

保
元
物
語

一　

白
河
殿
夜
撃
の
事　
　

二　

白
河
殿
攻
落
す
事

第
二
十
五 

平
治
物
語

一　

待
賢
門
の
軍　
　

二　

義
朝
父
子
青
墓
に
落
着
く
事　
　

三　

頼
朝
遠
流
に
宥
め
ら
る
ゝ
事

第
二
十
六 

説
話
三
章

一　

畠
山
重
忠　
　

二　

弓
張
月　
　

三　

袴
垂

第
二
十
七 

大
鏡

一　

序　
　

二　

当
代　
　

三　

菅
原
道
真　
　

四　

藤
原
道
長

（
図
）
第
一
～
第
十
二
（
※
皇
居
図
・
大
内
裏
図
・
寝
殿
造
・
衣
服
・
武
具
）

巻
二
❖
（［
一
九
三
三
年
］）

第
一 

朝
見
御
儀
勅
語

第
二 

日
本
民
族
の
同
化
力 

深
作
安
文
（
倫
理
と
道
徳
）

第
三 

日
蓮
論
の
一
節 

高
山
樗
牛

第
四 

満
洲
軍
総
司
令
部
を
送
る 

徳
富
蘇
峰
（
蘇
峯マ
マ

文
集
）

第
五 

金
華
山
よ
り
太
平
洋
を
望
み
て　

土
井
晩
翠
（
晩
翠
詩
抄
）

第
六 

軍
人
道
徳
の
淵
源
と
丈
夫
道 　

亘
理
章
三
郎
（
軍
人
勅
諭
の
御

下
賜
と
其
史
的
研
究
）

第
七 

鎌
倉
武
士
の
質
素
と
教
養 

河
野
省
三
（
日
本
精
神
発
達
史
）

第
八 

長
閑
（
※
江
戸
時
代
・
近
代
の
俳
句
。
漱
石
な
ど
）

第
九 

甲
子
吟
行 

松
尾
芭
蕉
（
芭
蕉
翁
文
集
）

第
十 

九
仙
山 

近
松
門
左
衛
門
（
国
姓
爺
合
戦
）

第
十
一 

八
島
（
※
謡
曲
）

第
十
二 

長
光
（
※
狂
言
） 

（
狂
言
記
）

第
十
三 

勅
撰
集　

そ
の
一
（
新
古
今
和
歌
集
）（
※
一
六
首
）

第
十
四 

神
皇
正
統
記

─
日
月
の
光 

北
畠
親
房

第
十
五 

勅
撰
集　

そ
の
二
（
古
今
和
歌
集
）（
※
一
五
首
）

第
十
六 

急
ぐ
事
あ
る
折 

（
枕
草
子
）

第
十
七 

惟
喬
の
皇
子 

（
伊
勢
物
語
）

第
十
八 
萬
葉
集
の
鑑
賞 

 

島
木
赤
彦
（
萬
葉
集
の
鑑
賞
及
び

其
批
評
）
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第
十
九 

 

萬
葉
集

（
※
短
歌
二
一
首
〈
反
歌
を
含
む
〉、
長
歌
四
首
。
中
大
兄
・
柿
本
人
麻
呂
・
山
上

憶
良
・
高
市
黒
人
・
有
間
皇
子
・
柿
本
人
麻
呂
・
小
野
老
・
山
上
憶
良
・
山
部
赤

人
・
聖
武
天
皇
・
人
麻
呂
歌
集
・
人
麻
呂
歌
集
・
山
部
赤
人
・
橘
諸
兄
・
大
伴
家

持
・
大
伴
家
持
・
大
伴
家
持
・
舒
明
天
皇
・
中
皇
命
〈
二
首
〉・
柿
本
人
麻
呂
〈
三

首
〉・
山
上
憶
良
〈
二
首
〉）

第
二
十 

古
事
記 

太
安
萬
侶

一　

天
地
初
発　
　

二　

天
の
岩
戸　
　

三　

八
咫
烏　
　

四　

伊

吹
お
ろ
し

第
二
十
一 

大
祓
詞 
（
延
喜
式
）

第
二
十
二 

日
本
精
神 

 
野
村
八
良
（
上
代
文
学
に
現
れ
た

日
本
精
神
）

（
※
図
に
つ
い
て
は
未
確
認
）

（
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
印
刷
『
国
語
教
程
』）

巻
一
（
未
調
査
）

巻
二
＊

（
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
印
刷
『
国
語
教
程
』）

巻
一
（
未
調
査
）

巻
二
＊

『
昭
和
十
二
年

印
　
　
　
刷 

国
語
教
程
』

巻
一
（［
一
九
三
七
年
十
二
月
］）

第
一 

国
語
と
国
民
的
自
覚 

藤
村
作
（
国
語
教
育
論
）

第
二 

明
治
天
皇
御
製

（
※
短
歌
一
八
首
。「
日
本
武
尊
」「
軍
旗
」「
図
」「
折
に
ふ
れ
て
」「
凱
旋
の
時
」〈
二

首
〉「
心
」「
学
生
」「
田
春
雨
」「
夏
山
水
」「
田
家
竹
」「
を
り
に
ふ
れ
て
」「
細
径
」

「
を
り
に
ふ
れ
て
」「
柱
」「
を
り
に
ふ
れ
て
」「
親
」「
古
典
」）

第
三 

読
書
と
時 

荒
木
寅
三
郎
（
勧
学
語
）

第
四 

日
本
民
族
の
同
化
力 

深
作
安
文
（
倫
理
と
国
民
道
徳
）

第
五 

陣
中
日
記 

正
岡
子
規
（
子
規
全
集
）

第
六 

緋
縅
の
鎧

（
※
短
歌
一
七
首
。
落
合
直
文
・
佐
佐
木
信
綱
・
正
岡
子
規
・
尾
上
柴
舟
・
伊
藤

左
千
夫
・
長
塚
節
・
斎
藤
茂
吉
・
釈
迢
空
・
島
木
赤
彦
・
石
川
啄
木
・
木
下
利
玄
・

山
縣
有
朋
・
三
条
実
美
・
佐
佐
木
弘
綱
・
森
鷗
外
・
芳
賀
矢
一
・
東
郷
平
八
郎
）

第
七 

乃
木
大
将
を
弔
ふ 

大
町
桂
月

第
八 

石
田
治
作 

 

森
鷗
外
（
鷗
外
全
集
第
六
巻
、
う

た
日
記
）

第
九 

吉
田
松
陰
と
国
体
論 

徳
富
蘇
峰
（
吉
田
松
陰
）

第
十 

反
省 

幸
田
露
伴
（
洗
心
録
）

第
十
一 

初
日
影

（
※
俳
句
二
一
句
。
内
藤
鳴
雪
・
正
岡
子
規
・
与
謝
蕪
村
・
松
尾
芭
蕉
・
西
山
宗
因
・

大
野
洒
竹
・
夏
目
漱
石
・
与
謝
蕪
村
・
高
井
几
董
・
服
部
嵐
雪
・
松
尾
芭
蕉
・
河

東
碧
梧
桐
・
巌
谷
小
波
・
正
岡
子
規
・
小
林
一
茶
・
榎
本
其
角
・
沼
波
瓊
音
・
内

藤
鳴
雪
・
炭
太
祇
・
向
井
去
来
・
松
尾
芭
蕉
）
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第
十
二 

武
芸
師
範
の
教
訓 

瀧
沢
解
（
朝
夷
巡
島
記
巻
二
）

第
十
三 

勝
負
の
理 

井
沢
長
秀
（
武
士
訓
）

第
十
四 
江
戸
時
代
の
和
歌

（
※
短
歌
一
五
首
。
孝
明
天
皇
・
僧
契
沖
・
荷
田
春
満
・
賀
茂
真
淵
・
村
田
春
海
・

本
居
宣
長
・
小
沢
蘆
庵
・
香
川
景
樹
・
木
下
幸
文
・
良
寛
・
橘
曙
覧
・
大
隈
言
道
・

藤
田
東
湖
・
吉
田
松
陰
・
井
伊
直
弼
）

第
十
五 

一
の
大
事 

吉
田
兼
好
（
徒
然
草
）

第
十
六 

月
草
の
花 

（
増
鏡
）

第
十
七 

近
古
和
歌
選

一　

山
家
和
歌
集
（
※
六
首
）　　

二　

金
槐
和
歌
集
（
※
六
首
）

三　

新
葉
和
歌
集
（
※
七
首
。
後
醍
醐
天
皇
〈
二
首
〉・
長
慶
天
皇
・
宗
良
親
王
・

尊
良
親
王
・
藤
原
師
資
・
北
畠
親
房
）

第
十
八 

太
平
記

一　

千
剣
破
城
軍
の
事　
　

二　

新
田
義
貞
挙
兵
の
事　
　

三　

先

帝
崩
御
の
事

第
十
九 

範
頼
へ 

源
頼
朝
（
東
鑑
）

第
二
十 

宇
治
川
の
戦 

（
源
平
盛
衰
記
）

第
二
十
一 

平
家
物
語

一　

禿
童
の
事　
　

二　

御
輿
振
の
事　
　

三　

競
が
事　
　

四　

太
宰
府
落
の
事

第
二
十
二 

保
元
物
語

一　

白
河
殿
夜
撃
の
事　
　

二　

白
河
殿
攻
落
す
事　
　

三　

義
朝

幼
少
の
弟
悉
く
失
は
る
ゝ
事

第
二
十
三 

平
治
物
語

一　

待
賢
門
の
軍　
　

二　

頼
朝
遠
流
に
宥
め
ら
る
ゝ
事

第
二
十
四 

大
鏡

一　

当
代　
　

二　

藤
原
道
長

官
位
相
当
表
・
平
安
京
図
・（
図
）
第
一
～
第
十
二
（
※
皇
居
図
・
大
内
裏
図
・

寝
殿
造
・
衣
服
・
武
具
）

巻
二
（［
一
九
三
七
年
八
月
］）

第
一 

朝
見
御
儀
勅
語

第
二 

日
本
民
族
の
同
化
力 

深
作
安
文
（
倫
理
と
国
民
道
徳
）

第
三 

日
蓮
論
の
一
節 

高
山
樗
牛

第
四 

満
洲
軍
総
司
令
部
を
送
る 

徳
富
蘇
峰
（
蘇
峰
文
選
）

第
五 

金
華
山
よ
り
太
平
洋
を
望
み
て　

土
井
晩
翠
（
晩
翠
詩
抄
）

第
六 

軍
人
道
徳
の
淵
源
と
丈
夫
道　

 

亘
理
章
三
郎
（
軍
人
勅
諭
の
御

下
賜
と
其
史
的
研
究
）

第
七 

鎌
倉
武
士
の
質
素
と
教
養 

河
野
省
三
（
日
本
精
神
発
達
史
）

第
八 

長
閑

（
※
俳
句
二
八
句
。
夏
目
漱
石
・
大
野
洒
竹
・
河
東
碧
梧
桐
・
高
浜
虚
子
・
内
藤

鳴
雪
・
正
岡
子
規
・
小
林
一
茶
・
大
島
蓼
太
・
与
謝
蕪
村
・
炭
太
祇
・
凡
兆
・
上

島
鬼
貫
・
杉
山
杉
風
・
各
務
支
考
・
池
西
言
水
・
広
瀬
惟
然
坊
・
服
部
嵐
雲マ
マ

・
榎

本
其
角
・
向
井
去
来
・
内
藤
丈
草
・
越
智
越
人
・
松
尾
芭
蕉
・
北
村
季
吟
・
松
永

貞
徳
・
井
原
西
鶴
・
西
山
宗
因
・
山
崎
宗
鑑
・
荒
木
田
守
武
）

第
九 
甲
子
吟
行 

松
尾
芭
蕉
（
芭
蕉
翁
文
集
）

第
十 
九
仙
山 

近
松
門
左
衛
門
（
国
姓
爺
合
戦
）
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第
十
一 

八
島
（
※
謡
曲
）

第
十
二 

長
光
（
※
狂
言
） 

（
狂
言
記
）

第
十
三 
勅
撰
集　
そ
の
一 

（
新
古
今
和
歌
集
）

（
※
一
六
首
。
式
子
内
親
王
・
藤
原
秀
能
・
後
徳
大
寺
左
大
臣
・
大
僧
正
行
慶
・

能
因
法
師
・
二
条
院
讃
岐
・
寂
蓮
法
師
・
源
三
位
頼
政
・
前
大
納
言
忠
良
・
西
行

法
師
・
藤
原
定
家
朝
臣
・
摂
政
太
政
大
臣
・
藤
原
雅
経
・
藤
原
家
隆
朝
臣
・
前
大

僧
正
慈
円
・
鴨
長
明
）

第
十
四 

神
皇
正
統
記　
日
月
の
光 

北
畠
親
房

第
十
五 

勅
撰
集　
そ
の
二 

（
古
今
和
歌
集
）

（
※
一
五
首
。
紀
貫
之
・
読
人
し
ら
ず
・
僧
正
遍
照
・
素
性
法
師
・
清
原
深
養
父
・

読
人
し
ら
ず
・
読
人
し
ら
ず
・
坂
上
是
則
・
春
道
列
樹
・
読
人
知マ
マ

ら
ず
・
読
人
知マ
マ

ら
ず
・
在
原
業
平
・
読
人
し
ら
ず
・
読
人
知マ
マ

ら
ず
・「
ひ
た
ち
う
た
」）

第
十
六 

急
ぐ
事
あ
る
折 

（
枕
草
子
）

第
十
七 

惟
喬
の
皇
子 

（
伊
勢
物
語
）

第
十
八 

萬
葉
集
の
鑑
賞 

 

島
木
赤
彦
（
萬
葉
集
の
鑑
賞
及
び

其
批
評
）

第
十
九 

萬
葉
集
（
※
『
昭
和
八
年

印

刷 

国
語
教
程
』
と
同
じ
歌
）

第
二
十 

古
事
記 

太
安
萬
侶

一　

天ア
メ
ツ
チ
ハ
ジ
メ

地
初
発　
　

二　

天
の
岩
戸　
　

三　

八
咫
烏　
　

四　

伊

吹
お
ろ
し

第
二
十
一 

六
月
晦
大
祓 

（
延
喜
式
）

第
二
十
二 

日
本
精
神 

 

野
村
八
良
（
上
代
文
学

に
現
れ
た 

日
本
精
神
）

官
位
相
当
表
・（
図
）
第
一
～
第
十
二
（
※
皇
居
図
・
大
内
裏
図
・
寝
殿
造
・
衣

服
・
武
具
）

『
昭
和
十
四
年

印
　
　
　
刷 

国
語
仮
教
程
　
全
』（［
一
九
三
九
年
十
二
月
］）

第
一 

朝
見
御
儀
勅
語

第
二 

明
治
天
皇
御
製

第
三 

神
皇
正
統
記

一　

神
国　
　

二　

神
器　
　

三　

政
道　
　

四　

臣
道

第
四 

神
皇
正
統
記
論 

山
田
孝
雄
（
神
皇
正
統
記
述
義
）

第
五 

陣
中
日
記 

正
岡
子
規

第
六 

和
歌　

其
の
一
（
※
江
戸
時
代
の
和
歌
。
賀
茂
真
淵
な
ど
）

第
七 

第
三
軍
戦
況
復
命
書 

乃
木
希
典

第
八 

勝
負
の
理 

井
沢
長
秀
（
武
士
訓
）

第
九 

石
田
治
作 

森
鷗
外
（
う
た
日
記
）

第
十 

乃
木
大
将
を
弔
ふ 

大
町
桂
月

第
十
一 

俳
句
（
※
山
崎
宗
鑑
・
虚
子
ら
）

第
十
二 

露
国
ニ
対
ス
ル
宣
戦
ノ
詔
勅

第
十
三 

月
草
の
花 

（
増
鏡
）

第
十
四 

安
宅
（
※
謡
曲
）

第
十
五 

松
下
村
塾 

徳
富
蘇
峰
（
吉
田
松
陰
）

第
十
六 

太
平
記

一　

湊
川
の
戦　
　

二　

金
崎
城
落
つ
る
事　
　

三　

先
帝
崩
御
の

事

第
十
七 
範
頼
へ 

源
頼
朝
（
東
鑑
）
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第
十
八 

聯
合
艦
隊
解
散
告
別
ノ
辞　

東
郷
平
八
郎

第
十
九 

平
家
物
語

一　

競
が
事　
　

二　

逆
櫓
の
事　
　

三　

嗣
信
最
後
の
事

第
二
十 
和
歌　

其
の
二

一　

古
今
和
歌
集
（
※
八
首
）　　

二　

新
古
今
和
歌
集
（
※
八
首
）

三　

金
槐
和
歌
集
（
※
六
首
）　　

四　

新
葉
和
歌
集
（
※
五
首
）

第
二
十
一 

日
本
国
民
の
団
結
心 

藤
岡
作
太
郎
（
国
文
学
史
講
話
）

第
二
十
二 

萬
葉
集

（
※
短
歌
二
〇
首
〈
反
歌
を
含
む
〉、
長
歌
七
首
。
舒
明
天
皇
・
倭
大
后
・
元
明
天

皇
・
聖
武
天
皇
〈
二
首
〉・
春
日
王
・
柿
本
人
麻
呂
・
柿
本
人
麻
呂
・
柿
本
人
麻

呂
〈
二
首
〉・
山
部
赤
人
・
山
部
赤
人
〈
二
首
〉・
高
橋
虫
麻
呂
〈
二
首
〉・
出
典

不
明
・
出
典
不
明
・
笠
金
村
・
海
犬
養
岡
麻
呂
・
多
治
比
鷹
主
・
大
田
部
荒
耳
・

大
伴
家
持
〈
二
首
〉・
大
伴
家
持
〈
四
首
〉）

第
二
十
三 

古
事
記 

太
安
萬
侶

一　

天
地
初
発　
　

二　

天
の
岩
戸　
　

三　

八
咫
烏　
　

四　

伊

吹
お
ろ
し

第
二
十
四 

金
華
山
よ
り
太
平
洋
を
望
み
て　

土
井
晩
翠
（
晩
翠
詩
抄
）

第
二
十
五 

大
祓
詞 

（
延
喜
式
祝
詞
）

第
二
十
六 

文
武
天
皇
詔 

（
続
日
本
紀
）

第
二
十
七 

満
洲
軍
総
司
令
部
を
送
る 

徳
富
蘇
峰
（
蘇
峰
文
選
）

【
＊
記
録
を
欠
く
が
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
改
訂
】

『
昭
和
十
六
年

印
　
　
　
刷 

国
語
教
程
』

巻
一
❖
（［
一
九
四
一
年
］）

現
代
一

第
一 

朝
見
御
儀
勅
語

第
二 

国
語
と
国
民
的
自
覚 

藤
村
作
（
国
語
教
育
論
）

第
三 

明
治
天
皇
御
製 

（
明
治
天
皇
御
集
）

第
四 

陣
中
日
記 

正
岡
子
規
（
子
規
全
集
）

第
五 

乃
木
大
将
を
弔
ふ 

大
町
桂
月
（
桂
月
全
集
）

　
　

乃
木
将
軍 

森
鷗
外
（
う
た
日
記
）

第
六 

臣
節 

（
国
体
の
本
義
）

第
七 

天
壌
無
窮
の
精
神 

山
田
孝
雄
（
肇
国
の
思
想
）

江
戸
時
代

第
八 

玉
勝
間 

本
居
宣
長

一　

漢
意
を
清
く
離
れ
て　
　

二　

儒
者
に
皇
国
の
事
を
問
ふ
に
は　
　

三　

漢
国
の
書
を
も　
　

四　

近
き
世
学
問
の
道
開
け
て　
　

五　

道
に
か
な
は
ず
と
て　
　

六　

須
賀
直
見
が
い
ひ
し
は　
　

七　

大

方
世
の
常
に
異
な
る
新
し
き
説
を
起
す
時
に
は　
　

八　

お
の
れ
い

と
き
な
か
り
し
ほ
ど
よ
り　
　

九　

宣
長
三
十
あ
ま
り
な
り
し
ほ
ど　
　

一
〇　

宣
長
県
居
の
大
人
に
あ
ひ
奉
り
し
は　
　

一
一　

お
の
れ
古

典
を
説
く
に　
　

一
二　

わ
れ
に
従
ひ
て
物
学
ば
む
と
も
が
ら
も

一
三　

世
の
物
識
り
人
の　
　

一
四　

同
じ
人
の
説
の　
　

一
五　

物
学
ぶ
と
も
が
ら
物
識
り
人
に
あ
ひ
て　
　

一
六　

よ
ろ
づ
よ
り
も

手
は　
　

一
七　

昔
は
皇
国
の
学
と
て
こ
と
に
す
る
こ
と
は
な
く
て　
　

一
八　

神
の
道
は
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第
九 

武
訓

一　

葉
隠

二　

五
輪
書 

宮
本
武
蔵

三　

武
士
訓 

井
沢
長
秀

　
　

石
田
治
作 

森
鷗
外
（
う
た
日
記
）

第
十 

和
歌
（
※
江
戸
時
代
の
和
歌
）

第
十
一 

甲
子
吟
行 

松
尾
芭
蕉
（
芭
蕉
翁
文
集
）

　
　

芭
蕉 

 

小
宮
豊
隆
（
芭
蕉
の
研
究
）

第
十
二 

俳
句
（
※
山
崎
宗
鑑
・
小
林
一
茶
ら
）

　
　

猿
蓑
抄 
幸
田
露
伴
（
ひ
さ
ご
猿
蓑
抄
）

第
十
三 

候
文

一　

父
へ 

宇
都マ
マ

木
静
区

二　

辞
世
の
一
句 

山
鹿
素
行

　
　

武
教
小
学 

山
鹿
素
行

現
代
二

第
十
四 

満
洲
軍
総
司
令
部
を
送
る　

徳
富
蘇
峰
（
蘇
峰
文
集
）

第
十
五 

和
歌

　
　

戦
線
短
歌
（
※
山
縣
有
朋
・
渡
辺
直
己
ら
）

第
十
六 

反
省 

幸
田
露
伴
（
洗
心
録
）

第
十
七 

日
本
の
風
土
と
国
民
的
性
格　

和
辻
哲
郎
（
風
土
）

第
十
八 

金
華
山
よ
り
太
平
洋
を
望
み
て　

土
井
晩
翠
（
晩
翠
詩
抄
）

第
十
九 

至
誠 

小
西
重
直
（
天
地
の
大
道
と
親
心
）

第
二
十 

達
識 

田
辺
元
（
哲
学
と
科
学
の
間
）

吉
野
時
代

第
二
十
一 

神
皇
正
統
記 

北
畠
親
房

一　

神
国　
　

二　

神
器　
　

三　

政
道　
　

四　

臣
道

第
二
十
二 

和
歌
（
※
後
醍
醐
天
皇
・
津
守
国
夏
ら
）

　
　

新
葉
集
の
風
格 

 

武
田
祐
吉
（
国
文
学
の
研
究
、
歌

道
篇
）

第
二
十
三 

八
島 

（
謡
曲
）（
観
世
流
謡
本
）

　
　

能
と
日
本
的
味 

野
口
米
次
郎
（
能
楽
の
鑑
賞
）

　
　

靱
猿 

 

（
狂
言
）（
新
撰
狂
言
集
）

第
二
十
四 

太
平
記

一　

後
醍
醐
天
皇
武
臣
を
亡
ぼ
す
べ
き
御
企
の
事　
　

二　

楠
天
王

寺
に
出
張
り
の
事　
　

三　

人
見
本
間
抜
懸
の
事　
　

四　

吉
野
城

軍
の
事　
　

五　

義
貞
挙
兵
の
事　
　

六　

鎌
倉
中
合
戦
の
事　
　

七　

正
成
兄
弟
節
に
死
ぬ
る
事　
　

八　

先
帝
崩
御
の
事

巻
二
＊

巻
一
註
釈
第
一
分
冊
（
未
調
査
）

【
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）、『
国
漢
文
教
程
』
を
新
た
に
編
纂
】

『
昭
和
十
七
年

印
　
　
　
刷 

国
漢
文
教
程 

甲 

陸
軍
予
科
士
官
学
校
用
』

第
一
巻
❖
（
一
九
四
二
年
四
月
一
日
発
行
）

軍
人
勅
諭

第
一 
朝
見
御
儀
勅
語 

 （
昭
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日
午
前

十
時
三
十
分
、
践
祚
後
朝
見
御
儀
ヲ
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行
ハ
セ
ラ
レ
タ
ル
際
、
下
シ
賜
ヒ
シ

勅
語
）

第
二 
み
よ
の
す
た
が
（
御
製
抄
）

明
治
天
皇
御
製　
　

大
正
天
皇
御
製　
　

御
製

第
三 

吾
等
の
国
語
観
の
反
省 

橘
純
一

第
四 

至
誠 

小
西
重
直
（
天
地
の
大
道
と
親
心
）

第
五 

黎
明
（
書
牘
三
篇
）

㈠　

慶
喜
の
恭
順
に
関
し
大
総
督
宮
に　

勝
安
房
守

㈡　

廃
藩
置
県
に
関
し
木
戸
孝
允
に　

西
郷
隆
盛

㈢　

刺
客
に
遭
ひ
た
る
後
叔
母
に 
岩
倉
具
視　
（
志
士
書
簡
）

第
六 

丈
夫
道 

 
亘
理
章
三
郎
（
軍
人
勅
諭
の
御
下

賜
と
其
史
的
研
究
）

第
七 

皇
学
意
見 

長
谷
川
昭
道

第
八 

祖
の
心
（
俳
句
抄
）

第
九 

平
壌
及
び
黄
海
戦
勝
の
結
果　

陸
奥
宗
光
（
蹇
蹇
録
）

第
十 

陣
中
日
記 

正
岡
子
規
（
子
規
全
集
）

第
十
一 

日
本
主
義 

高
山
樗
牛
（
樗
牛
全
集
）

第
十
二 

満
洲
軍
総
司
令
部
を
送
る　

徳
富
蘇
峰
（
蘇
峰
文
選
）

第
十
三 

遺
墨
（
書
牘
二
篇
）

㈠　

盛
京
省
対
陣
の
状
況
を
報
ず　

乃
木
希
典

㈡　

第
二
次
旅
順
口
閉
塞
に
赴
く
に
臨
み
て　

広
瀬
武
夫（
志
士
書
簡
）

第
十
四 

政
戦
両
略
概
論 

山
縣
有
朋
（
日
露
陸
戦
新
史
）

第
十
五 

石
田
治
作 

森
鷗
外
（
う
た
日
記
）

第
十
六 

第
三
軍
戦
況
復
命
書 

乃
木
希
典

第
十
七 

禅
と
武
士
道 

鈴
木
大
拙
（
禅
と
日
本
文
化
）

第
十
八 

興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書 

森
鷗
外
（
森
鷗
外
全
集
、
刪
修
）

第
十
九 

革
新
に
於
け
る
伝
統
と
創
造　

肥
後
和
男
（
文
化
と
伝
統
）

第
二
十 

く
は
し
矛
（
短
歌
抄
）

第
二
十
一 

言
語
活
動 

東
条
操
（
国
語
学
新
論
）

第
二
十
二 

金
華
山
よ
り
太
平
洋
を
望
み
て　

土
井
晩
翠
（
晩
翠
詩
抄
）

第
二
十
三 

世
界
新
秩
序
の
建
設 

（
臣
民
の
道
）

第
二
十
四 

反
省 

幸
田
露
伴
（
洗
心
録
）

第
二
十
五 

南
京
陥
落
の
日
に 

萩
原
朔
太
郎
（
朝
日
新
聞
）

第
二
十
六 

江
南
と
日
本 

新
村
出
（
橿
）

第
二
十
七 

紀
元
二
千
六
百
年
ニ
際
シ
賜
ハ
リ
タ
ル
詔
書

第
二
十
八 

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
総
裁
代
理
奉
祝
詞

第
二
十
九 

敬
語
に
就
て 

山
田
孝
雄
（
敬
語
の
研
究
）

第
三
十 

臣
節 

（
国
体
の
本
義
）

第
三
十
一 

か
く
て
我
等
成
長
せ
り 

西
村
皎
三

㈠　

か
く
て
我
等
成
長
せ
り

㈡　

小
鳥 

（
詩
集
・
遺
書
）

第
三
十
二 

日
本
精
神
に
就
て 

村
岡
典
嗣
（
続
日
本
思
想
史
研
究
）

第
三
十
三 

初
便
（
戦
線
銃
後
俳
句
抄
）

第
三
十
四 

求
道 

橋
田
邦
彦
（
空
月
集
）

第
三
十
五 
対
米
・
英
宣
戦
布
告
ニ
際
シ
賜
ハ
リ
タ
ル
詔
書

第
三
十
六 
大
詔
を
拝
し
て 

東
條
英
機
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第
三
十
七 

彼
等
を
撃
つ 

高
村
光
太
郎

第
三
十
八 

北
米
合
衆
国
の
国
情
如
何 

高
山
樗
牛
（
樗
牛
全
集
）

第
三
十
九 
御
稜
威
（
戦
線
銃
後
短
歌
抄
）

第
四
十 
日
本
文
学
の
思
想
性 

久
松
潜
一
（
日
本
文
学
の
精
神
）

第
二
巻
（
一
九
四
二
年
八
月
二
十
日
発
行
）

図
版
二
葉
（
古
訓
古
事
記
・
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
）

第
一 

古
事
記

序　
　

一　

天
地
の
初
発　
　

二　

伊
都
の
男
建　
　

三　

天
の
岩

屋
戸　
　

四　

高
千
穂
の
峯　
　

五　

八
咫
烏　
　

六　

伊
吹
お
ろ

し

第
二 

萬
葉
集
（
※
短
歌
一
〇
三
首
〈
反
歌
を
含
む
〉、
旋
頭
歌
二
首
、
長
歌

一
五
首
）巻

一
（
※
舒
明
天
皇
・
中
皇
命
〈
二
首
〉・
持
統
天
皇
・
柿
本
人
麻
呂
〈
二
首
〉・

柿
本
人
麻
呂
〈
五
首
〉・
高
市
黒
人
・
山
上
憶
良
・
志
貴
皇
子
・
高
市
黒
人
・
元

明
天
皇
・
御
名
部
皇
女
）　　

巻
二
（
※
倭
大
后
・
日
並
皇
子
尊
舎
人
〈
五
首
〉）　　

巻
三
（
柿
本
人
麻
呂
・
柿
本
人
麻
呂
・
弓
削
皇
子
・
春
日
王
・
長
田
王
・
柿
本

人
麻
呂
〈
三
首
〉・
柿
本
人
麻
呂
・
柿
本
人
麻
呂
・
高
市
黒
人
・
石
上
卿
・
柿
本

人
麻
呂
〈
二
首
〉・
山
部
赤
人
〈
二
首
〉・
小
野
老
・
満
誓
・
湯
原
王
）　　

巻

四
（
※
大
伴
旅
人
・
門
部
石
足
・
麻
田
陽
春
〈
二
首
〉・
大
伴
四
綱
）　　

巻
五

（
※
山
上
憶
良
〈
二
首
〉・
山
上
憶
良
〈
二
首
〉・
山
上
憶
良
〈
三
首
〉）　　

巻

六
（
※
笠
金
村
・
山
部
赤
人
〈
二
首
〉・
高
橋
虫
麻
呂
〈
二
首
〉・
聖
武
天
皇
〈
二

首
〉・
山
上
憶
良
・
海
犬
養
岡
麻
呂
・
聖
武
天
皇
・
元
興
寺
僧
〈
旋
頭
歌
〉・
市
原

王
）　　

巻
七
（
※
人
麻
呂
歌
集
・
出
典
不
明
・
人
麻
呂
歌
集
・
人
麻
呂
歌
集
〈
旋

頭
歌
〉）　　

巻
八
（
※
志
貴
皇
子
・
尾
張
連
・
山
部
赤
人
・
高
田
女
王
・
志
貴

皇
子
・
岡
本
天
皇
・
大
伴
旅
人
）　　

巻
九
（
※
人
麻
呂
歌
集
・
人
麻
呂
歌
集
（
槐

本
）・
遣
唐
使
母
〈
二
首
〉）　　

巻
十
（
※
人
麻
呂
歌
集
・
出
典
不
明
・
出
典

不
明
・
人
麻
呂
歌
集
）　　

巻
十
三
（
※
人
麻
呂
歌
集
〈
二
首
〉）　　

巻

十
四
（
※
四
首
）　　

巻
十
五
（
※
遣
新
羅
使
人
〈
三
首
〉）　　

巻
十
六
（
※

大
伴
家
持
〈
二
首
〉）　　

巻
十
七
（
※
橘
諸
兄
・
大
伴
家
持
）　　

巻
十
八
（
※

大
伴
家
持
〈
四
首
〉）　　

巻
十
九
（
※
大
伴
家
持
〈
二
首
〉・
大
伴
家
持
・
多

治
比
鷹
主
・
大
伴
家
持
・
巨
勢
奈
弖
麻
呂
・
大
伴
家
持
）　　

巻
二
十
（
※
丈

部
人
麻
呂
・
丸
子
多
麻
呂
・
丈
部
稲
麻
呂
・
大
舎
人
部
千
文
・
今
奉
部
与
曾
布
・

大
田
部
荒
耳
・
物
部
真
島
・
大
田
部
三
成
・
大
伴
家
持
〈
三
首
〉・
大
伴
家
持
）

第
三 

平
家
物
語

一　

殿
上
闇
討　
　

二　

御
輿
振　
　

三　

教
訓
状　
　

四　

競き
ほ
ふ　
　

五　

紅
葉　
　

六　

入
道
死
去　
　

七　

一
門
都
落　
　

八　

逆
櫓　
　

九　

嗣
信
最
期　
　

十　

大
原
入

第
四 

太
平
記

一　

後
醍
醐
天
皇
御
治
世
の
事　
　

二　

備
後
三
郎
高
徳
の
事

三　

千
剣
破
城
軍
の
事　
　

四　

義
貞
挙
兵
の
事　
　

五　

菊
池
武

時
戦
死
の
事　
　

六　

三
井
寺
合
戦
の
事　
　

七　

正
成
兄
弟
討
死

の
事　
　

八　

先
帝
崩
御
の
事　
　

九　

住
吉
合
戦
の
事

第
五 

不
動
智 

沢
庵

第
六 

葉
隠 

 

山
本
常
朝
口
述
・
田
代
陣
基
筆

録

第
七 
武
士
訓 

井
沢
長
秀
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第
八 

う
ひ
山
ふ
み 

本
居
宣
長

第
九 

書
牘

一　

母
に 

大
高
源
吾

二　

山
寺
常
山
三
村
晴
山
に 

佐
久
間
啓

第
十 

和
歌

（
※
九
二
首
。
後
鳥
羽
天
皇
〈
二
首
〉・
亀
山
天
皇
〈
二
首
〉・
後
醍
醐
天
皇
〈
三
首
〉・

後
村
上
天
皇
〈
二
首
〉・
長
慶
天
皇
〈
二
首
〉・
後
柏
原
天
皇
・
後
水
尾
天
皇
・
霊

元
天
皇
・
桃
園
天
皇
・
孝
明
天
皇
〈
二
首
〉・
尊
良
親
王
〈
三
首
〉・
宗
良
親
王
〈
三

首
〉・
北
畠
親
房
〈
三
首
〉・
源
実
朝
〈
三
首
〉・
菊
池
武
時
・
太
田
道
灌
・
上
杉

謙
信
・
蒲
生
氏
郷
・
豊
臣
秀
吉
〈
二
首
〉・
武
田
信
玄
・
伊
達
政
宗
・
細
川
幽
斎
・

徳
川
光
圀
・
下
河
辺
長
流
・
阿
闍
梨
契
沖
〈
二
首
〉・
戸
田
茂
睡
・
荷
田
春
満
〈
二

首
〉・
賀
茂
真
淵
〈
二
首
〉・
田
安
宗
武
・
谷
川
士
清
・
富
士
谷
成
章
・
楫
取
魚
彦
・

高
山
正
之
・
本
居
宣
長
〈
二
首
〉・
荒
木
田
久
老
・
小
沢
蘆
庵
〈
二
首
〉・
村
田
春

海
・
木
下
幸
文
・
良
寛
・
平
田
篤
胤
〈
二
首
〉・
香
川
景
樹
〈
二
首
〉・
伴
信
友
・

橘
守
部
・
加
納
諸
平
〈
二
首
〉・
藤
田
東
湖
〈
二
首
〉・
二
宮
尊
徳
・
鹿
持
雅
澄
・

吉
田
矩
方
〈
二
首
〉・
徳
川
斉
昭
・
佐
久
良
東
雄
〈
二
首
〉・
吉
村
重
郷
母
・
松
本

奎
堂
・
鈴
木
重
胤
・
平
野
国
臣
〈
二
首
〉・
伴
林
光
平
・
真
木
保
臣
・
佐
久
間
象

山
〈
二
首
〉・
平
賀
元
義
〈
二
首
〉・
井
手
曙
覧
・
大
隈
言
道
・
大
国
隆
正
・
久
坂

玄
瑞
）

第
十
一 

俳
句

（
※
八
二
句
。
山
崎
宗
鑑
〈
二
句
〉・
荒
木
田
守
武
〈
二
句
〉・
松
永
貞
徳
〈
二
句
〉・

北
村
季
吟
〈
二
句
〉・
西
山
宗
因
〈
二
句
〉・
井
原
西
鶴
〈
二
句
〉・
池
西
言
水
〈
二

句
〉・
上
島
鬼
貫
〈
五
句
〉・
松
尾
芭
蕉
〈
二
〇
句
〉・
榎
本
其
角
〈
二
句
〉・
服
部

嵐
雪
〈
二
句
〉・
内
藤
丈
草
〈
二
句
〉・
向
井
去
来
〈
二
句
〉・
森
川
許
六
〈
二
句
〉・

各
務
支
考
（
二
句
）・
広
瀬
惟
然
〈
二
句
〉・
野
沢
凡
兆
〈
二
句
〉・
炭
太
祇
〈
三
句
〉・

与
謝
蕪
村
〈
一
三
句
〉・
大
島
蓼
太
〈
二
句
〉・
高
井
几
董
〈
二
句
〉・
小
林
一
茶
〈
七

句
〉）

【
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
年
三
月
修
正
印
刷
】

『
昭
和
十
八
年

印
　
　
　
刷 

国
漢
文
教
程
甲 

陸
軍
予
科
士
官
学
校
用
』

現
代
文
篇
（
未
調
査
）

古
文
篇
❖
（
一
九
四
三
年
四
月
一
日
発
行
）（
※
『
昭
和
十
七
年

印　
　
　

刷 

国
漢
文
教
程 

甲 

陸
軍

予
科
士
官
学
校
用
』
第
二
巻
と
同
じ
内
容
）

【
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
二
月
修
正
印
刷
】

『
昭
和
十
九
年

印
　
　
　
刷 

国
漢
文
教
程
甲 

陸
軍
予
科
士
官
学
校
用
』

現
代
文
篇
（
未
調
査
）

古
文
篇
（
一
九
四
四
年
二
月
十
五
日
発
行
）（
※
『
昭
和
十
七
年

印　
　
　

刷 

国
漢
文
教
程 

甲 

陸
軍
予

科
士
官
学
校
用
』
第
二
巻
と
同
じ
内
容
）

（
こ
ま
つ
・
や
す
ひ
こ
／
青
山
学
院
大
学
教
授
）


